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本書は、主要地方道韮崎櫛形豊富線 (新山梨環状道路)建設及び一級河川山王川

河川改修工事に先立って、平成16年度に発掘調査を行った平田宮第 2遺跡の発掘調

査報告書です。

本町は釜無川扇状地の南端部に位置し、長い間洪水常襲地ということから遺跡の

無い歴史の空白地帯とされてきましたが、近年の開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査

により、私たちの想像を邊かに超える先人の足跡が次々と発見されているところで

あります。

本報告の平田宮第 2遺跡は当初埋蔵文化財包蔵地に指定されていませんでした

が、試掘調査の結果、平安時代の遺物と畑と思われる畝状の遺構が確認され、新た

に遺跡に指定されたものです。厚い砂層の下から発見された平安時代の土器や畑の

跡は、本町で営まれた1,000年前の生活を生き生きと私たちに伝えてくれました。

特に調査の中で出土したハタ織り機の部品は全国初の発見となりました。

本書はその調査成果を報告するものです。

地中からの新たな歴史の出況は、玉穂町のみならず同様な立地にある釜無川扇状

地扇端地域にとっても、新たな可能性を示す貴重な事例となったはずです。この成

果が、多くの方々の調査研究の一助となれば幸いです。

最後となりましたが、発掘調査の実施から報告書の刊行に至るまでご指導ご協力

を賜りました関係各位に厚く御礼申し上げます。

平成18年 2月 19日

玉穂町教育委員会

教育長 田中春男



例言

1。 本書は、山梨県中巨摩郡玉穂町下河東字平田宮地内に所在する平田宮第 2遺跡の発掘調査報告書
である。

2.調査は主要地方道櫛形韮崎豊富線 (新山梨環状道路)建設及び一級河川山王川河川改修工事に伴
い、玉穂町教育委員会が実施した。

3。 調査期間は、平成16年 9月 15日 から同12月 28日 までである。

4。 本書は、今村直樹 (玉穂町教育委員会)が執筆・編集を行った。

5。 本書にかかる出土品・記録図面 。写真等は、玉穂町教育委員会で保管している。

6。 平安時代遺構面の航空写真撮影は伽東京航業研究所に、自然化学分析については翻パリノ・サー

ヴェイに委託した。

7.発掘調査から報告書作成まで、次の諸氏にご教示、ご協力を賜った。記して感謝の意としたい。
(敬称略・五十音順)

河西学、峡中地区文化財審議会委員連絡協議会担当者会、後藤聡、小林広和、末木健、角山幸洋、

内藤和久、畑大介、東近江市埋蔵文化財センター、平野修、宗像大社文化財管理事務局、柳平則

子、山田昌久、山梨県教育委員会学術文化財課、山梨県埋蔵文化財センター、渡辺拓美、渡辺誠、

渡辺康彦

凡例

1,遺跡全体における X・ Yの数値は国土標準平面直角座標Ⅷ系 (旧座標)に基づく座標を示す。ま
た、各挿図における方位はそれぞれ記したとおりである。

2.遺跡におけるグリッドの設定は、国土標準平面直角座標に基づき、 5m× 5m方眼を基本グリッ
ドとしている。

3.本書における挿図の縮尺は以下のとおりである。
遺構

町内遺跡分布図 1ィ/25,000  位置と範囲 1//10,000
基本土層図 1/20  水田跡・平安時代遺構面全体図 1′ /200

水田跡エレベーション及び土層堆積図 1/200  住居跡平面図・断面図 1/150
畑跡全体図 1/150  畑跡断面図 1/′ 100
遺物

土器 。木製品 1/3  杭 1/5、 1/10

4.出土木製品の被熱範囲は■●|―■で示した。

5。 土層断面図における数値表示は標高を示す。

6.本書に使用した町内遺跡分布図及び調査区位置図は玉穂町内管内図 (1/20,000)を 使用した。
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第 1章 調査の経緯と概要

第 1節 調査 に至 る経緯

玉穂町は釜無川と笛吹川という二大学可川の氾濫原、釜無川扇状地の扇端部に位置していることから

長い間遺跡の存在しない地域とされてきた。しかし、近年の開発に伴う発掘調査によりこれまでの遺

跡空白地というイメージを大きく覆す成果がもたらされている。

平成13年 6月 には山梨県埋蔵文化財センターにより玉穂町初の発掘調査が極楽寺地内北河原遺跡

(No28)で実施され、近世の墓墳、溝跡が発見された。この調査を皮切りに同年度末から始まった医

大南部土地区画整理事業に伴う試掘調査では広い範囲で水田畦畔が検出され、平成14年 7月 の町教育

委員会による上窪遺跡発掘調査 (陥20)が実施されるに至った。
その後も試掘調査により様々な遺構造物が発見され、遺跡は存在していないのではなく確認されて

いなかっただけだということが明らかとなった。

本報告の発掘調査は、主要地方道韮崎櫛形豊富線県道橋梁改築工事 (新山梨環状道路建設)及び山
王川河川改修工事に係わるものである。

新山梨環状道路建設及び山王川1可川改修工事は、医大南部土地区画整理事業地内中央を東西に横断

する形で実施されており、区画整理地内に関しては、平成19年度完成予定である。平成15年 6月 の上

窪遺跡 2次調査では平安時代後半～鎌倉時代の水田跡、中世の区画溝跡が検出されるなど大きな成果
があげられた。

上窪遺跡 2次調査地点から西へ約50mの同工事予定地内で平成16年 7月 に実施された試掘調査で
は、現地表下約190cmで畝状遺構と土師器片が出上した。埋蔵文化財包蔵地ではなかったため「平田

宮第 2遺跡Jと して遺跡発見の通知を県教育委員会に提出するとともに 【平成16年 7月 9日  遺跡発
見の通知 (文化財保護法第57条 6第 1項 )】 出土遺物の発見届けを南甲府警察署へ提出した 【平成16

年 7月 9日  埋蔵文化財の発見届けについて】。
その後、工事主体者である山梨県新環状・西関東道路建設事務所及び山梨県峡中地域振興局建設

部、町区画整理室と発見された埋蔵文化財の取り扱いについて協議をした結果、工事による遺構の破

壊を避けることは不可能なため今回遺構の確認された約1,900面の本調査を実施することとなった。

山梨県新環状・西関東道路建設事務所長及び峡中地域振興局長と玉穂町教育委員会教育長は主要地

方道韮崎櫛形豊富線県道橋梁改築工事に伴う「平田宮第 2遺跡」発掘調査に関する覚書 (平成16年 8

月18日 )及び一級河川山王川広域基幹河川改4多工事に伴う「平田宮第 2遺跡」発掘調査に関する覚書
(平成16年 8月 31日 )を交換し、関係書類を県教育委員会へ提出後調査に着手した 【平成16年 8月 12
日 埋蔵文化財発掘調査の通知について (文化財保護法第57条 3第 1項 )】 【平成16年 9月 15日 埋蔵
文化財発掘調査の報告について (文化財保護法第58条 2)I。

発掘調査は平成16年 9月 15日から同12月 28日 までの約 3ヶ 月間にわたり実施し、整理作業及び報告

書作成については、平成17年 4月 27日 (峡中地域振興局)及び 5月 2日 (新環状事務所)に別途覚書
を交換した後、平成17年 5月 2日 から平成18年 2月 19日 の約10ヶ 月間にわたり実施した。

第 2節 発掘調査 の概要

平田宮第 2遺跡における今回の調査対象範囲は新山梨環状道路橋脚及び狽I道、それに並行する山王

川、狽1道 と山王川に挟まれた緑地部分が当たる。調査対象となった範囲は約1,900だ だが、作業の安

全性確保のための法面を十分に確保したことと、限られた調査期間のため当初調査予定だった範囲を

試掘調査の結果を元に絞り込んだため、実際の調査面積は約1,000だ であった。

検出された遺構は、第 1面が平安時代後半から鎌倉時代の水田跡、第 2面が10世紀前半の集落跡、
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第 3面が10世紀前半の畑跡である。第 2面については当初その存在を予想しておらず、第 3面までの

掘 り下げの際気付いたため調査区北半のみの調査となった。また、南半を第 3面畑跡の調査範囲とし

た。

調査は重機により調査区壁面に傾斜をつけ、その内側に排水溝を巡らせて湧水に対応しつつ、約120

cmの現代の耕作土及び洪水砂層を除去した。その下から検出された砂質シルト層で水田跡畦畔を確認

したため、水田精査・平面図作成 。写真撮影を行いさらに重機により掘り下げを進めた。

掘り下げ中、調査区北半では遺物を含む暗灰褐色砂質シルトの約30cm上で住居跡を 2軒確認したた

め掘り下げをやめて住居の精査を行った。南半は褐色土壌層まで掘り下げ精査を行い畑跡ということ

を確認した。

住居跡・畑跡の精査が終了した後、航空写真撮影、平面図作成を行い、埋め戻しを開始した。埋め

戻しと併行して下層調査・地震痕跡調査も実施したところ、新たに住居跡と思われる遺構を検出し

た。埋め戻しが進んでいたため必要最小限の言己録をとりながら埋め戻しを進めた。

埋め戻し終了後、現場事務所の撤去等を行い調査を終了とした。

第 3節 調査組織

調査主体

調査担当者

調査参加者

玉穂町教育委員会

今村直樹 (玉穂町教育委員会)

秋山辰仁 新谷和美 河西圭子 田中初子 富永茂樹 名取真一 野呂瀬英臣
依田和美

第 2章 遺跡の地理的歴史的環境

第 1節  地理 的環境

山梨県の地形は周囲を富士山、人ヶ岳、南アルプス、秩父山地などの高山に囲まれ、中心部に甲府

盆地を構えるという地形をなしている。さらに、盆地の中を釜無川、笛吹川の二大河川が流れ、盆地

南端の市川三郷町付近で合流し富士川となって駿河湾にそそいでいる。これらの大河川は様々な枝沢

を樹枝状に派生し、狭長な平地を形成しているが、合流地点より上流では甲府盆地を形成する一大扇

状地形をなしている。

玉穂町は山梨県のほぼ中央、甲府盆地、釜無川扇状地の扇端部に位置しており、釜無川ばかりでな

く笛吹川や荒川などの河川氾濫の影響を受けた地域である。町内の地形はこうした河川の営力により

形成されたものであり、地層の多くは,可床堆積物に相当する沖積層の砂、砂礫、多少の粘土で主に構

成されている。地表面の標高は256m～ 247mで南方に向けて若子の傾斜をもっているがほぼ平坦な地

形である。

平田宮第 2遺跡調査地点は、町中央やや北、」R身延線小井川駅より東へ約1.Okm、 山梨大学医学部
南に隣接する。遺跡は山梨大学を中心に広がる微高地 (標高252m)に のり、東は上窪遺跡を挟んで

今川 (山伏川)にむかってゆっくり傾斜している。西へはほぼ平坦な地形がしばらく続 くが、上三条
地区から傾斜は逆に西へ向かって上るようになり、田富町山之神地区に至っては標高が255mを越え
る。1.3kmほ ど離れた田富町内では小井川遺跡において中世建物跡を中心とした大規模な調査が実施

されているが、平田宮第 2遺跡との間は県埋蔵文化財センターによる試掘調査によっても遺跡は確認

されず、空白地帯となっている。

明治時代の地籍図では平田宮第 2遺跡と小井川遺跡の周辺には方形地割りが明瞭に残されており、
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方形地割りの分布する範囲に遺跡が残されていることがわかる。

地形は平田宮第 2遺跡南へゆっくり傾斜しており約300m下ったあたりから現在の河東上の集落が
広がり標高は251mである。

平田宮第 2遺跡を含んだ町中央には町をほぼ南北に縦断する直線道路が存在し、明治26年作成の地
籍図ではこの道路を中心に東西に方形区画の水田が整然と並び、条里制の名残が残っていることがわ
かる。現在でもこの直線道路を中心に下河東地区は東西の地区に分けられており、この一帯は古くか
らの土地区画の意識を受け継 ぐ集落ということができる。

第 2節 歴史的環境

玉穂町で最も古い遺跡は弥生時代の三宮司遺跡 (h16)であるが、遣跡分布調査時に弥生土器片が
拾われたのみで平成13年度の県埋蔵文化財センターによる新山梨環状道路建設に伴う試掘調査でも遺
構は確認されなかった。古墳時代の遺跡もやはり分布調査時に竹之花遺跡 (比29)で土師器片が拾わ
れたのみで、その後の下水道工事に伴う2回の工事立会でも古墳時代に遡る遺物は確認されていな
しヽ。

これまでの調査の結果は町域は厚い砂層に覆われており古墳時代以前の遺構に伴う遺物を現地表面
で採取するのは非常に難しい状況を示しており、採取された遺物は洪水等により上流からもたらされ
た可能性が高いといえる。

平安時代になると遺跡数は増加し、lo遺跡を数えるようになる。町内には藤原期の作とされる木造
聖観音菩薩立像 (永源寺)、 木造薬師如来坐像 (歓盛院)が残されており、盆地中央にもこの時期、
開発の手が伸びたことが伺える。

10世紀に編纂された『和名類衆抄』には甲斐国31郷が記されており、本町域には巨麻郡市川郷、川
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合郷、青沼郷、人代郡川合郷、沼尾郷の存在が比定されてきた。遺跡の希薄性から積極的に町内での

存在は論じられることは少なかったが、ラインハルト・シェルナー氏は市河荘の存在が初めて確認さ

れる法勝院領目録 (安和 2年 /969年)中の「巨麻郡北一条」を現在の甲府城跡に、「九条三宮原里」

を甲府市宮原町に比定する磯貝正義氏の説 (『郡司及び来女制度の研究』「郡の成立」1978)を 支持

し、巨摩郡の条里制と市河荘の配置という復元図を作成した (『甲府市史研究』第 8号  「土着―初
期甲斐源氏の屋形造 リー」1990)。 この図によれば、本町中楯 。西新居・井之口に隣接した地域に市

河郷の中心が求められている。

いずれにしても郷の一部を構成する F風土記』や『万葉集』に「村」と表記される自然村落が本町

域に存在していた可能性は十分に考えられ、今後の発掘調査により確認される遺跡は遺跡の希薄性に

より否定されてきた郷の存在を補強する材料となることは確かであろう。また、若千時代は下るが上

窪遺跡 1次 。2次調査では平安時代後半から鎌倉時代にかけての水田跡が調査されており、水田の広

がる範囲は南北500m以上、東西約400mと 予想されている。古代における活発な生産活動が行われ

ていたことが確実なものとなり、本町の歴史的位置づけも再考の必要があるようである。

中 。近世になると遺跡数は飛躍的に増加する。包蔵地に指定されている実に 9割以上から中・近世

の遺物が出土しており、その内 5遺跡が区画整理地内に含まれているため、遺跡の性格・範囲確認の

ための試掘調査が実施された。平田宮遺跡 (血 19)、 川久保遺跡 (比 22)、 青六遺跡 (h30)、 では調

査の結果遺構は確認されなかったが、上窪遺跡では14世紀後半から15世紀前半の一辺が65～70mの

方形区画溝が調査され、「館」あるいは「市」の可能性が指摘されている。15世紀は近世の村に相当

する地名が資料上に確認できるようになり、新 しい村の形成が進展 した時期である。この時期に

「館」あるいは「市」が町内に設けられたのも極自然な時代の流れと考えられよう。

さらに、玉穂町誌 (1997)で は「天正年間には河東郷に米座役 。紺之かめ (甕)役という表現が見
え、他にも塩座などがあったことが知られている」とされ、「慶長石高長」からは巨摩郡中郡筋の石

高が群を抜いて高く、中世から近世にかけての玉穂町が商業 。農業ともに盛んな地域だったことが推

測される。このような史実からは、包蔵地の増加がこの時期に見られることも容易に理解できよう。

天神木遺跡 (m18)か らは16世紀末から17世紀初頭の遺物を含んだ滞跡が確認されている。

近世では、平成13年に新山梨環状道路建設に伴い県埋蔵文化財センターにより極楽寺地内で北河原

遺跡 (h28)が調査され、長慶寺 (廃寺)に関係すると思われる18世紀の溝跡 。墓媛が検出され、人

反田遺跡 (No42)では近世から近代にかけての堰跡が確認された。

引用 。参考文献
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1990 「土着―初期甲斐源氏の屋形造リー」『甲府市史研究J第 8号

2003 『北河原遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第202
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250400    ~~生 _//豹

1耕作土

2灰色砂

3褐色砂礫層

4暗灰色細砂

5暗灰褐色砂質シルト

(水田跡 :平安後半～鎌倉)

6灰色シル ト

7黒灰色砂質シル ト

8黒色腐植層

9黒灰色砂質土

10暗灰掲色砂   (住居確認層 :10C前半)
11灰色砂

12暗灰褐色砂質シルト (畑跡 ,10C前半)

13灰色砂

9

13

第 3図 平田宮第 2遺跡基本土層図 (S-1/20)

第 3章 層位
平田宮第 2遺跡の層位は、基本的には上窪遺跡と同様な堆積状況であった。

第 1層耕作上下は、第12層 とした畑跡まで10層 を挟み約 2mの厚さで砂層・シル ト層が堆積 して
いる。

第 3層は60～ 90cmの厚さをもつ砂礫層である。礫の最大径は 5 cm程であり、全体としては上部から

下部へむけて粗粒から細粒に終わる堆積構造 (逆級化、逆グレーディング)を もつことから洪水堆積
物と思われる。上窪遺跡 2次調査の東へ約100m地点の土層観察ではこの層は確認できず、本遺跡が
より河川に近い位置にあることが推測される。

現地表下110～ 120cmに堆積する第 5層暗灰褐色砂質シルトは広い範囲で確認されている水田跡であ
る。上には第 4層暗灰色細砂が堆積しているが、調査区西よりでは第 3層砂礫層により削られてい

る。

第 6層灰色シルト、第 7層黒灰色砂質シルト、第 8層黒色腐植層はこれまでの本調査及び試掘調査

で確認されている層である。第 8層は草本植物の植物遺体を多量に含むことから氾濫堆積物の堆積後
に安定した後背湿地の堆積環境で形成されたことが推定されている。

第 9層黒灰色砂質土から徐々に土器片を出土し始め、現地表下150～ 160cmの 第10層暗灰掲色砂に

至っては遺物が調査区の広い範囲で出土し、住居跡の確認面もこの層となった。植物遺体も多く含ま

れており、炭化物が散っている様子も確認されている。

第11層は灰色砂のよくしまった層で第12層暗灰褐色砂質シルト畑跡を覆っており、畝間では第12層

との間に薄い灰色砂質シルトが堆積している部分も多い。この第12層中からも遺物が出土しており畑

が耕作される以前に住居等が設けられていた可能性がある。

現地表下210cm以下に堆積している第13層は灰色砂であり、今回の調査で確認した最下層である。

一 併



第 4章 発見された遺構と遺物

第 1節 水田跡 (第 4図～第 5図 )

水田跡は現地表下110～120cmで検出された。水田跡は暗灰4F9色細砂で覆われておりこれまで上窪遺

跡で確認されている検出状況と同様であった。しかし、調査区西端では第 3層 とした砂礫層が水田面

まで達し、部分的にではあるが水田を削っている状況を確認できる。

検出された畦畔は幅45～ 67cm、 高さ15cm程である。調査区中央やや北にはわずかではあるが畦畔状

の盛り上がりが残されており、これを畦畔と考えると調査範囲内では、 9枚の水田区画の存在を推測
できる。

水田 1枚全体の規模がわかる例は水田⑤のみで、南北7.8m× 東西9.5mの ほぼ正方形を呈してい

る。また、水田⑤と⑦は水口によってつながっていた。水田③も⑤と同様な規模と思われ、水田①と

の間には水口が設けられている。

調査区を南北に通る畦畔が 2本残っており、東側の畦畔は軸をN-5° 一Eと若千東に傾け、西側
の畦畔は軸をN-5° 一Wと 若千西へ傾けている。限られた調査範囲では全体像を推測することは

難しいが、ほぼ方位に軸を合わせて畦畔は配されているといって良いだろう。

水田面は北端の標高が250.87m、 南端が250。 73m、 東端250。 83m、 西端250。 85mである。東西方向
はほぼ水平で、南北方向が南へ若干の傾斜をもって下っており現地形と同様である。

2箇所サブトレンチを設定し土層の堆積状況を観察した。サブトレ1では第 3層砂礫層が水田面を

削っている状況を確認した。

時期については、上窪遺跡で調査されている水田の延長と考え、同様な時期、平安時代後半から鎌

倉時代とする。

試  掘

洪水砂と思われる (水田面を削つており、この粗砂以西には畦畔は存在しない)

水田

植物遺体多量含む
土器片をわずかに含む

第 4図 水田跡エレベーション及び土層堆積図 (S-1/200)

1 褐色粗砂
2 暗灰褐色砂質シル ト
3 黒灰色シル ト
4 黒色腐植層
5 灰褐色砂層
6 灰色砂
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第 5図 水田跡全体図 (S-1/200)
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第 6図 平安時代遺構面全体図 (S=1/200)
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第 2節 住居跡

住居跡を4軒確認した。 3号住居跡は 1号住居跡の下層から検出した炭化物層と遺物の広がりをカ
マドと考えた。 4号住居跡は調査終了間際の下層調査中に検出したものである。時期としては4軒か
ら出土する土師器に目立った差違が見られないことからそれほど時間差はなく、いずれも10世紀前半
と考えられる。

む6 

“

 遺物ND14 85

第 7図  1号住居跡
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1号住居跡 (第 7図～第11図、第 1表 )

[形状]長方形。 [規模]東西330cm× 南北240cm。 [主軸]N-90° ―E。 [床面]よ くしまっている

砂層で部分的には黒灰色砂質シルトで覆われていた。 [壁]壁高は20cm程度。ほぼ垂直に立ち上がっ
ているが壁を明確に確認できたのは東面と南面のみであった。特に北壁についてはまったくその立ち

上がりを検出することができず、遺物の有無で推定している。 [周溝]確認されない。 [カ マ ド]東壁
中央にある。灰白色粘上でソデをつくり焚き国内底面にも粘土を敷き詰めてある。焚き国内両側面は

熱を受け焼土化している部分が見られる。カマ ド向かって右側のソデには補強材としての礫が残り、

焚き国内中央には支脚が立った状態で残されていた。カマ ド内は炭化物が厚さ約 5 cmで堆積しており

微細分析により稲の穎が多量に検出されている。 [遺物出土状況]遺物はカマ ド内及び南東コーナー

部分に集中していた。カマ ド内では支脚付近で特に集中していた。南東コーナーの遺物の集中する状

況からその下に貯蔵穴が存在すると思われたが、土坑となるような掘り込みは確認されなかった。木

製品の出土も多く、斎串と思われる棒状の製品で端部が被熟しているものや、被熱していない板棒状

の製品等が出上している。また、柱材と思われる木製品が北壁際で出上した。堀方をもち、直立した

状態で出上したことから掘建柱の可能性もあるが住居跡内で同様の柱材は出上しておらず、その所属

は不明である。 [時期]10世紀前半。

1号住居跡

1 黒灰色砂質±                        23 灰色砂質土    炭化物粒を含む
2 暗灰色砂     炭化物多量含む              24 暗灰色シル ト質土 畑
3 灰褐色砂                          25 暗灰色砂質上   炭化物粒
4 黄灰褐色砂                        26 炭化物層
5 灰褐色砂     6層 と近似するが炭化物を含んでいる    27 灰色シル ト質細砂
6 灰褐色砂     炭化物少量、暗褐色砂質上・黄灰褐色砂質± 28 灰色細砂

をブロック状に含む           29 炭化物層
7 黄灰褐色砂質±                      30 暗灰色砂質シル ト 焼土ブロック含む
8 灰褐色砂     炭化物・灰色シル ト質砂をブロック状に含む 31 炭化物層
9 炭化物層     焼上ブロック含む            32 灰色シル ト
10 黒灰色砂質シル ト 植物の腐食層               33 暗灰色シル ト質土 畑
11 灰色砂中に暗灰色シル ト質ブロックを多く含むよくしまった層  34 黒灰色砂質上
12 暗灰褐色砂    炭化物粒含む               35 暗灰色シル ト賢砂 灰 ?
13 暗灰色砂賢±                        36 暗灰色砂質土
14 暗灰色シル ト質上 灰色シル トをブロック状に多く含む     37 黒灰色砂質土   炭化物粒含む
15 黒灰色砂質±                        38 灰色砂      灰の土壌化したようなもの含む
16 灰褐色砂質±                        39 灰色砂
17 灰色砂                           40 灰色砂      黒灰色砂を含む
18 暗灰色砂質シル ト                      41 黒灰色砂質上
19 暗灰色砂質シル ト                      42 黒灰色砂質上   炭化物粒含む
20 灰色砂                           43 黒灰色砂質上
21 灰色砂       噴砂
22 暗灰褐色シル ト質砂 噴砂

250700m◎ 型
1黄灰色砂
2灰色砂質シル ト
3暗灰褐色砂質土  畑
4灰色砂質土    灰色シル トブロックを含む
5灰色砂質土    灰色シル トブッロクを含まない
6灰色砂
7暗灰色砂
8灰色砂
9灰色砂と畑上の混合
10灰色砂

(S=1/40)第 8図 柱材堀方断面図
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第 9図  1号住居跡出土遺物(1)
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25cm

第11図  1号住居跡出土遺物
第 1表  1号住居跡出土遺物観察表

図 番号 器種 色調 月台土
整形技法・特徴 法量 (cm)

莞存章
記
号
注
番 備 考

体夕| 体 内 底部 口径 底径 器恵

9
土師器
郭

暗橙色 赤・ 白色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで 回転糸切 り
周囲ケズリ

148 47 48 80% カマ ド脇に伏せ られるように
萱かれる

9 2
土師器
郭

黒褐色 赤・ 白色粒子
回クロなで
下半ケズリ

ロクロなで (43) 39 30% 体外スス付着

9 3
土師器
郭

暗橙色 赤・ 白色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで 回転糸切 り ?
周囲ケズリ

(46) 42 20% 5 内面黒色処理

9 4
土師器
不

橙 色 赤・白色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで 回転糸切 り ?
司囲ケズリ

111 (36) 26 20%

9 5
土師器
ITN

橙 色 赤・白色粒子 ロクロなで ロクロなで
縁
片
口
破

9 6
土師器
lTN

橙 色 赤 '自色粒子
コクロなで
下半ケズリ(糧 )

ロクロなで 回転糸切 り
司囲ケズリ

(4ア )

9 7
土師器
郭

橙 色 赤・ 自色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで
回転糸切 り
司囲ケズリ

120 50 2フ 70% 墨書「七』、厚さが一定でな
く凹凸が目立つ

9 3
土師器
lTN

暗橙色 赤・ 白色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで (30)
縁
片
口
薩 内面スス付着

9 9
土師器
ITN

黒灰色 赤・ 自色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで 回転糸切 り ?
司囲ケズリ

129 (48) 縁
片
口
破 全体的にススける

9
土師器
lTN

暗橙色 赤・ 自色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで (98)
縁
片
口
破

9 11
土師器
李

賠褐色 自色粒子・金雲母 能ハケ 蓑ハケ 豚
片
］
破

9
土師器
甕

皓褐色 赤・ 白色粒子・金雲母
ljtハ ケ
指押 さえ
台部ヘラ挙彪

ハケ
なで 105

部
片
底
破 対面炭化物付着

9 ,3
灰和閥器
郵

灰 色 自色粒子 コクロなで ロクロなで 縁
片
口
破 57 住居プランのわずかに外

図 番号 器種
法

特徴
注記
番号長 さ 幅 厚 さ

9 脚榔
11 125 隅丸方形の板状本製品。長方形の孔が 2箇所 (07× 02、 09× 02)、 円形 (直径03)と 方形 (03×04)の孔がそれぞれ

対になるようにあけられている。カマ ド前面の灰層中からの出上であるが、被熱の痕跡は確認できない。

9 15
用途不明
木製品 ?

4フ 薄い板状の木片。明確な加工痕はなし

10
用途不明
木製品

図上端部は面取 りがなされている。下端は炭化 している。

脚榔
155 明確な加工痕はない。図下端は炭化 している。 9

斎串 ? Iフ 0 21 板状。上下端が炭化 している。

10 斉 串 ? 108 明確な加工痕はない。図下端ほ炭化 している。 60

10 斎串 ? 99 1 5 明確な加工痕はない。全体的に被熱。 15

10 蜘榔
38 円柱状の本が半裁されたような形状。図上端は加工 され、全体的に被熱 している。 1,

10 斎串 ? 1 6 10 部分的に被熱。

斎串 ? 07 板状。図上端は加工。中央のクビレも人為的加工。

10 斎串 7 16.7 1 4 板状。中央に若子のクビレあり。

斎串 ? 173 07 06 図下端ほ丸 く加工。箸の可能性もあり

柱期 124 109 下端は鋭利に加工 されており、加工痕もはっきり残 っている。図上端は節の部分以外は腐植 し残 っていない。
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2号住居跡 (第 12図～第13図、第 2表 )

[形状]正方形。 [規模]東西265cm× 南北295cm。 [主軸]N-110° 一E。 [床面]し まりや凹凸な
どでは床面の位置をつかむことができなかったため、カマ ド炭化物層のレベルを床面とした。 [壁 ]

明確な壁面は見つけることができなかったが、わずかな層の違いと遺物の広が りで推定 した。 [周

溝]確認されない。 [カ マ ド]南東コーナーにある。明確なソデ、煙道を確認することはできないが
遺物が集中し、炭化物が層状に堆積しているのでカマ ドとした。また。炭化物層には 1号住居跡昭同

様多量の稲穎が含まれていた。ソデに使用されたと思われる礫が数点出土している。 [遺物出土状

況]遺物はカマ ド内及びその周辺からほとんどが出上している。土師器が主体を占めるが須恵器 。木
製品もわずかに出上している。 [時期]10世紀前半。

2号住居跡
1暗灰色砂層
2灰白色シルト質灰
3暗灰色シルト質砂
4暗灰褐色砂
5黒灰色砂
6黒灰色砂
7炭化物層
8暗灰色シルト質層
9黒灰色シル ト質砂

第 12図

炭化物粒微量含む

炭化物多量含む

炭化物層状に含む

暗灰色シル トブロック・炭化物含む

2号住居跡
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第 2表  2号住居跡出土遺物観察表

図 口巧 器種 色調 胎土
整形技法・特徴 法量 (cm)

曳存髯
注記

番号
備 考

体 外 体 内 底部 口径 底径 器高

1

土師器
郷

橙 色 赤・ 自色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで 20% 2 カマ ド灰層中

2
土師器
郭

檀色 赤・白色粒子 ロクロなで ロクロなで 11
口縁

破片

3
土師器
郎

赤褐色 赤 (多 )・ 自色粒子 ロクロなて ヨクロなて
縁
片
口
破 14

4
土師器
郎

赤掲色 赤 (多 )。 自色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ヨクロなで 回転糸切
り ?

周回ケズリ
(37) (34) 40% 13 体外国クロなでと下半ケズリ

の間をなでている。

5
土師器
lTN

黒褐色 赤・ 白色枚子
ロクロなで
下半ケズリ

コクロなで
国縁

破片
4

6
土師器
lTN

橙 色 赤 (多 )・ 自色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ヨクロなで 回転糸切
り

周囲ケズリ
(54) 6 勺面スス付着

ア
土師器

率
橙色 赤・ 白色粒子

ロクロなで
下半ケズリ

コクロなで
回転糸切 り

周囲ケズリ
底部
破片

5
内面黒色処理。内面底 1周な
で。

8
土師器

坪
橙色 赤・ 自色粒子 下半ケズリ ヨクロなで

前面ケズリ評
整

部

片

底

破

9
土師器

甕
赤褐色 赤・ 自色粒子 なで 費ハケ

縁

片
口
破

カマ ド灰層中出土土師器と接

10
土師器

甕
黒褐色 赤・ 白色粒子 なで 貰ハケ

口縁
破片

有外画炭化物付着激 しヽ

須恵器

甕
黄灰色 自色粒子 平行タタキ なで 破片 平行タタキ

図 番号 器種
法量 (cm)

特 徴
記

号

注

番
長 さ 幅 厚 さ

12 箸 ? 115 断面長方形に加工 してある。図下端に近づくほど細 くなる。

箸 ? 断面隅丸方形に加工 してある。図下端に近づくほど細 くなる。

奉状木製品 23.8 25 図下端は杭の先端のように加工 してある。逆側は幅約 l cmで 被熱 している。

3号住居跡 (第 15図、第 3表 )

1号住居跡下層調査として設定したトレンチ調査によリカマドに関係すると思われる炭化物層を確

認した (1号住居跡 A― A′ 断面図第26層29層 31層 )。 炭化物層及びその周辺からは遺物が出土するた

め住居跡カマ ドとして調査を進め、住居本体は確認できなかったが土器片と木製品を採取することが

できた。カマ ド炭化物層には 1号住居跡同様稲の穎が多量に含まれていた。形状・規模・主軸・床

面・壁 。周溝は不明。 [遺物出土状況]出土した遺物の多くがカマ ド炭化物層中から出上している。
[時期]10世紀前半。 [備考]カ マ ド炭化物層は 3層になっている部分があるが、その部分では幅 4

cmの噴砂によって上下に約 8 cmのズレが生じていた。そのすぐ脇にも噴砂が 1本吹き上がっており、

3号住居跡廃絶後ではあるが地震がおこったことを示している。

4号住居跡 (第 14図、第16図～第18図、第 4表 )

[検出状況]4号住居跡は調査区埋め戻しと併行して実施していた地震痕跡調査時に検出された。
地震痕跡調査の妨げになる雨水 。湧水の排水用に設置した釜場で第16図のナカプツウケけが出土した

ため、周辺を精査し住居跡発見に至った。

4号住居跡調査地点は、激しい湧水と埋め戻しも進ませながらの調査であったため、メモ、記録写

真の撮影、遺物の取り上げのみしかできなかった。貴重な資料の出土地点ということを鑑みて情報量

に乏しい記録ではあるが報告することとする。

[形状]隅丸正方形に近いプランで南東コーナーが南に膨らむ。 [規模]南北1。 6mのみ確認。 [床
面]明確に把握はできないが、炭化物が床一面に広がっているのでそれを取り除いた面が床面と思わ
れる。 [壁面]東壁面 1箇所で確認。九味を持ちつつ立ち上がる。 [カ マ ド]はっきりとカマ ドと認め
ることのできる部分はなかったが、南東コーナーの南への膨らみがカマ ドの可能性があるが焼土等は

確認していない。 [遺物出土状況]遺物は織機の他に土師器片、木製品が数点出土した。土師器は口
縁部が玉縁になり1～ 3号住居跡出上のものとほぼ同様である。墨書も 1点含まれ「圭」あるいは

「主」と読める。「主」は 3号住居跡からも出土している。住居跡南西隅からは第18図h9の 先端を
加工してある抗が垂直に打ち込まれた状態で出土した。織機は炭化物層に覆われ、 3本が並行 して接
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第14図  4号住居跡概念図

するような状態で出土した。炭化物層中からの出土ではあるが織機に被熟の痕跡はまったく見ること

ができない。炭化物層は織機出土地点と釜場を挟んだ反対側の壁面でも確認することができ広範囲に

広がっている。炭化物を取 り除いても焼土等火を使用した痕跡は残されていなかった。釜場設定の際

に遺物が出土したため他にも関係製品があったと思われるが大半を失うこととなってしまった。

[織機]織機はナカプツウケ 1点 (完形)、 マネキウケ 2点 (完形)の計 3点が出土した。ナカヅ
ツウケは全長50,Ocm、 幅12.8cm、 厚さ3.6cm～ 5。 5cmを呈し、板状の材 (サワラ)を加工して作製され
ている。機台に固定される基部は下端から11.Ocmの 部分に1.2cm× 1.7cmの ホゾ穴があけられ、ホゾ材

が入った状態で残されていた。ホゾの周辺はホゾ材を打ち込んだ際の痕跡か若子の窪みがある。ちょ

うどホゾの中心あたりの両側面には 5 mm前後の段差が設けられ、段差から4.Ocm～4.2cm上の表裏面は

l cm前後の段差をもち13.Ocmの幅に広がる。そこから丁寧に面取 りされた頂部に向かいわずかに幅を

減じつつ長さは34.5cmを測る。この間、側面も丁寧に面取りがなされている。実際にマネキが収まる

部分は幅5.Ocm～4.2cm長 さ24.2cmの長方形に材がくり抜かれており、整形に使用されたヤリガンナの

工具痕のようなものが確認できる。ナカプツによる擦痕ははっきりと認識できなかった。醜 2マネキ
ウケは全長44.Ocm、 幅4.Ocm～ 8,7cm、 厚さ3.3c皿～5.Ocmを 呈し、略扇形の断面形をもつ。材質はナカ

プツウケと同じサワラである。機台に固定される基部は長さ6。 6cm、 幅4.Ocm～4.6cmで下端から約3.5

cmの部分に1.5cm× 1.5cmのホゾ穴があけられ、ホゾ材が残されていた。基部は下端から6。 lcm～ 6.6cm

の部分で幅8。 2cmに広がる。その部分で基部両側面は幅1.2cmほ どで削られており工具により基部をつ

くり出した際の痕跡と思われる。表裏面に快られた部分はなく、滑らかに厚さを増しながら上部へ移

る。台上に出る部分は長さが37.4cmで全体的に面取りがなされており細かいヤリガンナ痕が残されて

いた。頂部のマネキを受ける部分は深さ5,7cm、 幅6,Ocmで U形に近い形状を呈している。U形の底
部分は擦れているような印象を受ける。配 3マ ネキウケは全長45.Ocm、 幅5。 5cm～ 10。 2cm、 厚さ4.Ocm
～5.Ocmを 呈し、直角三角形に近い断面形をもつ。材質は配 1。 2と 同じサワラである。機台に固定
される基部は長さ7.5cm、 幅5,5cm、 厚さ4.Ocm～5,Ocmで下端から約 2 cmの部分に1.5cm× 1.5cmの ホゾ

穴があけられていた。ホゾ穴は未貫通でホゾ材も残されていないことから未製品と思われる。基部は

下端から7.3cm～7.5cmの部分で幅8.5cmに 広がる。その部分のホゾ穴がない面では、配 2の両側面で

見られた削りが施され、小さな段差を造り出していた。比 2が滑らかに移行していたのとは対照的で
ある。台上に出る部分は長さが37.5cmで全体的に面取りがなされており細かいヤリガンナ痕が残され

ていた。頂部のマネキを受ける部分は深さ6.Ocm、 幅6.5cmで U形に近い形状を呈している。 [時期]
10世紀前半。
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第 3表  3号住居跡出土遺物観察表

図 番号 器種 色調 月台土
整形技法・特徴 法量 (cm)

完存髯
記
号

注

番 備考
体外 体 内 底 部 口径 底径 器高

土師器

坪
暗灰褐色 示・自色粒子

ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで ヘラケズリ 20% 外々面スス付着

2
土師器

不
黒褐色 ボ・ 自色粒子

ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで 糸切 り i4 (28) 20%

3
土師器
杯

橙 色 ボ。自色粒子
ヨクロなで
F半ケズリ

ロクロなで 11
縁
片
口
破

4
土師器
lTN

黒灰色 F。 自色粒子 コクロなで ロクロなで 縁
片
口
破

5
土師器
ITN

橙色 赤・ 自色粒子 ヨクロなで ロクロなで
縁
片
口
破

15 6
土師器
郭

橙色 赤 ,自色粒子 ヨクロなで ロクロなで
縁

片
口
破

7
土師器
郭

赤橙色 赤 (多 )・ 自色粒子 ロクロなで ロクロなで 128
縁
片
口
破 口唇音[ス ス付着

8
土師器
然 橙色 赤・ 白色粒子 下半ケズリ ロクロなて

部
片
体
破

墨書 F主』
内面黒色処理

15 9 饂准
黒灰色 赤色粒子、角閃石、金雲母 鍔

職

珊准
黒灰色 赤色粒子、角関石、金雲母 鍔

麟
11
土師器

密
黒褐色

白色粒子 (多 )。 金雲母 粗ヽ
胎土

なで 貰ハケ
縁
片
口
破

図 番号 器種
法量 (cm

特 徴
記

号

注

番長 さ 幅 厚 さ

斎串 ? 先端被熱。

斎串 ? 13 1 先端被熱。

斎串 ? 先端被熱。円筒状の木を半裁したよう

斎串 ? 165 先端被熱。

斎串 ? 両端が被熱 し、中央は若千削られているよう。

15 蜘憮
04 人形のようなものか ?

15 人形 7 69 22 長方形の板に切れ込みを入れ首部を作っている。首から下は片面のみ全体を被熱。

第 4表  4号住居跡出土遺物観察表

図 番号 器種 法量 (em)
記
号
注
番

16
織機
ナカリッウケ

全長=50 0cm、 幅=12.8em、 厚さ=3 6cm～ 5 5cm、 材―サワラ、水ゾ穴にホゾ材が残存、上から3つ 目の側面図は破損部接合前の中筒を受ける
面が見える状態

17 2
鰈
マネキウケ

全長主44.Ocm、 幅=4 0cm～ 8,7cm、 厚さ-3 3em～ 5 0cm、 材―サワラ、ホゾ穴にホゾ材が歳存、

3
織穫
マネキウケ 全長=45 0cm、 幅 =5 5cm～ 10 2cm、 厚さ=4 0cm～ 5 0cm、 材=サワラ、水ゾ穴が貫通 していない夫製品、

図 番号 器種 色調 】台土
整形技法・特徴 法量 (em) 記

号

注

番 備考
体夕ふ 体 内 底部 口径 底径 器高

土師器
杯

橙 色 赤・ 白色粒子
ロクロなで
下半ケズリ

ロクロなで 119 20% 墨書 F主』?F圭』 ?

5
土師器
郭

黒褐色 赤・ 自色粒子 ロクロなで ヨクロなで
縁

片
口
破 口唇部から体外にスス付着

6
土師誘
不

橙色 赤・ 自色粒子、石英 ロクロなで ロクロなで 縁
片
口
破 唆明瞭

図 番号 器種
法量 (cm)

特徴
注記

番号長 さ 幅 厚 さ

杭 ? 147 断面正方形に近い。図上端はすばっと切られた感じ。 勅
④

8 蜘欄
フ 3 30 一部破損 しているが直方体 を呈 し、角は面取 りされている。 納

④
9 杭 樹種 =ク リ。杭の先端は ,面のみ削 られている。 糊

⑤
用途不明
木製品

図下端は鋭利に力R工 されている。

,1 斎串 ? 123 1 3 両端被熱。

12 斎串 ? ,10 両端被熱。
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第 3節 畑跡 (第 19図～第 24図、第 5表 )

調査区南半では畑跡が検出された。畑跡は基本土層11灰色砂により完全に埋没していた。基本土層

11は洪水砂であり、時間をおかずに畑跡が埋没したため畝の形態、栽培植物等の情報が良好な状態で

残されていた。

畝は大まかに南北方向にのびるものとそれと直交するものの 2種類がある。畝の幅は畝間の中心間
隔で■5cm～ 210cm、 畝の高さは10～ 24cmであった。

調査区南西隅では北西から南東方向 (N-50° 一W)に河道あるいは水路の可能性のある落ち込み
(自然科学分析の結果流水の影響が強かったことが推定されている)があり、その部分で畝は終結し
ている。畝が終結し落ち込み始める部分には河道 (水路)に平行して60cm～ 70cm間隔の杭列が作られ
ている。抗にはほぼ垂直に打ち込まれたもの、斜めに打ち込まれたものの 2種類があるが、斜めの杭
については畑側に傾いた状態であった。樹種同定を行った17本の抗は 6種類の樹種が認められ、分析
結果を見る限り材質等による選択的利用はされていなかったようである。

杭列の中には根を張った状態で検出された 2本の自然木が含まれていた。樹種同定では自然木①が
クワ属ヤマグワまたはマグワという結果が出ている。

また、畑跡を構成する土には土師器片が多く含まれており、畑が造られる前に集落が営まれた時期

があったことが予想される。拳大を越えるような礫の出土もあり、カマドの補強材として使用された

ものの可能性がある。

遺物としては杭列の杭の他に畑土中から下駄と土師器片が多数出土した。墨書土器が 1点含まれて
いる。

畑跡の時期は畑中に含まれる土師器が10世紀を遡らないものであるので、上層の集落とそれほど時

間差のない10世紀前半と考えておきたい。

調査区東端では南北10m× 東西 5mの範囲で畝が不自然なかたちで崩れていた。畑跡調査範囲を東
西に横切る土層断面図では畝が不自然に崩れている部分に限って砂脈が上がっており (噴砂)、 この

崩れは地震動による結果ということがわかった。

この地震痕跡についての分析は第 6章地震痕跡の調査で渡辺拓美氏にお願いしてあるので詳細は第
6章を参照していただきたい。

第 4節 遺構外出土遺物 (第25図、第 6表 )

所属遺構が不明なものを遺構外出土として報告する。
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第 5表 畑跡出土遺物観察表

図 番号 器種
法量

樹種 備 考
記
号
注
番

長 さ 長径 短径

4Jt 22 9 4コ エノキ属 ケズリ3面

2 杭 27 27 ヨナラ節 ケズリ3面 売Nα  2

3 杭 23 8 37 アワブキ属 ケズリ3面 売Nα  2

4 杭 39 3 ク リ ケズリ3面 尤Nα  3

杭 253 22 ヤナギ属 ケズリ2面 几Nα 5

6 杭 32 32 カエデ属 ケズリ 3面 尤Nα  7

ア 杭 33 0 34 ヤナギ属 ケズリ3面 元Nα  4

8 杭 35 ヤナギ属 ケズリ 1面

杭 カエデ属 ケズリ 3面

杭 32 ヨナラ節 ケズリ 3面 (部分的に 4面 ) 元NQll

11 杭 ヤナギ属 ケズリ 3面

12 杭 ク リ ケズリ4面

13 杭 3フ ア 43 コナラ節 ケズリ3面

杭 26 25 ヤナギ属 ケズリ2面

杭 31 ヤナギ属 ケズリ 2面

杭 30 ク リ ケズリ3面 売Nα 8

17 下 駄 207 1 7 左足用。鼻緒は内側によっている。歯はわずかにその痕跡を残 しているのみ。

図 番号 器種 色調 月合土
整形技法・特徴 法量 (cm)

撃腎1     備考体舛 体 内 底部  I口 径 I底径 I器高

土師器
不

橙色 赤・ 自色粒子 下半ケズリ Iロ クロなで
部
片
体
破 墨書『大』

第 6表 出上位置不明遺物観察表

図 番号 器種 色調 月合土
整形技法・特徴 法量 (cm)

莞存髯
記

号

注

番 備考
体外 体内 底部 日径 底径 器高

1

土師器

坪
賠橙色 赤 。自色粒子 ロクロなで ロクロなで

縁
片
口
破 稜明瞭

2
土師器

不
橙色 赤・ 自色粒子 回クロなで ロクロなで

縁
片
口
破 稜明瞭

3
灰釉陶器
杯

暗灰色 白色粒子、石英、角閃石
]転糸切 り後
罰台貼り付け

フ 4
部

片

底

破 試掘時出土

4
須恵器

甕
黒灰色 赤・ 自色粒子、角閃石 平行タタキ なで

部

片

体

破

5
須恵器

甕
灰色 白色粒子、石英 平行タタキ な で

縁
片
頸
破

土師器
甕

暗赤掲色 金雲母、長石 能ハケ 買ハケ
縁

片
口
破

図 番号 器種
法量 化m)

特徴
記

号

注

番
長 さ 幅 厚 さ

25 フ 斎串 ? 1,7 1 0 熱は受 けていない。

斎串 ,3ア ,.5 0.フ 図下端は鋭利に加工 しある。図上端は被熱。

25 斎串 ? 50 1 0 07 両端被熱。
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第 5章 平田宮第 2遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

山梨県玉穂町に所在する平田宮第 2遺跡は、釜無川扇状地扇端部に位置している。また、本遺跡周

辺の微地形については、地形判読調査から釜無川及び周辺の河川等によって形成された自然堤防及び

低地 (氾濫盆状地)に分類 (高木,1989、 村石,2002)さ れており、この分類によれば本遺跡は微高
地 a及び氾濫盆状地 bに相当する微地形上に立地する。

これまで、本地域は立地環境等の影響から遺跡の存在は殆ど認識されていない状況にあったが、町

内の遺跡分布調査 (玉穂町教育委員会,1995)や 、上窪遺跡の発掘調査により古代～平安時代及び平

安時代以降の遺構 。遺物が確認されたことから、本地域に遺跡の多く存在することが再認識されると

共に、当該期における集落及び生産域といった土地利用の様相の一端が明らかとされつつある。

上窪遺跡西側に隣接する本調査地点では、発掘調査の結果、微高地及び微高地から低地への緩斜面

といった微地形が認められている。この微高地及び緩斜面部分からは、平安時代頃の住居跡や畝跡、

杭列といった遺構や当該期に比定される遺物が多数確認されている。また、同遺跡の隣接地点におけ

る発掘調査では水田面や井戸跡、溝状遺構、畝跡等が検出されている (山 梨県埋蔵文化財セン

ター,2005)。

本報告では、 1)平安時代及びその前後における古環境解析、 2)畝跡の上壊の特性と栽培植物の
検討、 3)植物利用状況、 4)住居跡の埋積過程、といった 4点 を目的として自然科学的手法を用い
て検討する。

1.試料
試料の詳細を表 7に示す。堆積物試料は、現地調査に伴い各調査地点の堆積層断面より不攪乱試料

或は塊状試料として採取している (図 26)。 また、Ⅲ面及びⅣ面下位より検出された住居跡からは、

住居構築材と考えられる炭化材や木製品、カマドに伴う炭化物・灰等が確認されている。これらの遺

地ヽ点
2地点

艤
　
　
閣

室町時代以降

深度(cm)

』蜘蜘鞠脚中〕一一中中中中中【一中一一”̈一一一山［山］一］”弾朋

31地点

畝地点  畝間地点
9-4地点     3-3地 点 3-2地点

ぎ明境
`ど

ぎ窃ササ静里
ぎ甥サィ静搬イサ洋望

図26 調査地点の層序および試料採取位置

社狐　朧
抄

露

調査地点の位置

◇
嚇白

流路 /0/

。  畝跡(第 V面 )

『

|
面 )

鞠
8層

―-32-―



および分析項目

註)14C:放射性炭素年代測定、珪藻 :珪藻分析、花粉 :花粉分析、珪酸体 :植物珪酸体分析、灰像 :灰像分析、微細 :微細物分析、樹種 :

樹種同定、軟 X線 :堆積物微細構造軟 X線写真撮影

構に認められた炭化物及び灰等は、遺構埋土の塊状試料とともに調査担当者により採取されている。

1号住居跡の堆積層の累重状況および試料採取位置を図27に示す。なお、Ⅳ面から検出された杭列を

構成する杭材や住居跡から出土した木製品については、調査担当者の監督のもと試料よリブロック或

は切片試料の採取を行っている。

2.分析方法
(1)放射性炭素年代測定

土壌や根等の目的物と異なる年代を持つと考えられる有機物が付着・混入している場合、これらを

ピンセット、超音波洗浄等により物理的に除去する。その後 HClに よる炭酸塩等酸可溶成分の除去、
NaOHに よる腐植酸等アルカリ可溶成分の除去、HClに よるアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可
溶成分の除去を行う (酸・アルカリ・酸処理)。

試料をバイコール管に入れ、 lgの酸化銅 (Ⅱ )と銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内
を真空にして封じきり、500℃ (30分)850℃ (2時間)で加熱する。液体窒素と液体窒素十エタノー
ルの温度差を利用し、真空ラインにて C02を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製した C02

と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃で10時間以上加熱し、グラフア

イトを生成する。

化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径 lmmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオ
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ン源に装着し、測定する。測定機器は、 3MV小 型タンデム加速器をベースとした14C‐AMS専用装
置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を 使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)
から提供されるシュウ酸 (HOX― Ⅱ)と バックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に13
C/12Cの測定も行うため、この値を用いてδ13Cを 算出する。
放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年 を使用する。また、測定年代は1950年 を基点とし
た年代 (BP)で あり、誤差は標準偏差 (One sigma;68%)に 相当する年代である。なお、暦年較
正は、 RADIOCARBON CALIBRAT10N PROGRAM CALIB REV5.02(Copyright 1986-2005 ]M
Stuiver and P」 Reimer)を 用い、誤差として標準偏差 (One sigma)を 用いる。

1黒灰色砂質土
2暗灰色砂 (炭化物多量含む )
3灰褐色砂
4責灰色砂
5灰褐色砂 (炭化物含む )
6灰褐色砂 (炭化物少量、暗褐色砂質土・黄灰褐色砂質上のブロック含む )
7黄灰褐色砂質土
8灰褐色砂 (炭化物・灰色シル ト質砂のプロックを含む )
9炭化物層 (焼土ブロック含む )
10黒 灰色砂質シル ト
11灰色砂層中に晴灰色シル ト質プロックを多く含む層
12暗灰褐色砂 (炭化物粒含む )
13暗灰色砂質土
14暗灰色シル ト質上 (灰色シル トのブロックを含む )
15黒灰色砂質土
16灰褐色砂質土
17灰色砂
18暗灰色砂質シル ト
19暗 灰色砂質ンル ト
20灰色砂
21灰色砂 (噴砂 )
22晴灰褐色シル ト質砂 (噴砂 )
23灰色砂質土 (炭化物粒含む )
24暗灰色シル ト質土 (畑 )
25暗灰色砂質土 (炭化物粒含む )
26炭化物層
27灰色シル ト質細砂
28灰色細砂
29炭化物層
30暗灰色砂質シル ト (焼上プロック含む )
31炭化物層
32灰色シル ト
33暗灰色シル ト質土 (畑 )
34黒灰色砂質土
35暗灰色シル ト質砂 (灰 ?)
36暗灰色砂質土
37黒灰色砂質土 (炭化物粒含む )
38灰色砂 (灰の上壌化 したようなもの )
39灰色砂
40灰色砂 (黒灰色砂を含む )
41黒灰色砂覧土
42黒灰色砂質土 (炭化物粒含む )
43黒灰色砂質土

サンプル1

C C'

図27 1号住居跡の堆積断面と試料採取位置

9

サンプル5
(放射性炭素年代測定)
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(2)珪藻分析

試料を湿重で 7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施し
て、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。

乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラー トを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600

倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻

が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する (化石の少ない試料はこの限りではな

い)。 種の同定は、原口ほか (1998)、 Krammer(1992)、 Krammer&Lange― Bertalot(1986,1988,
1991a,1991b)、 Witkowski et al.(2000)な どを参照し、分類体系は Round et al.(1990)に 従う。

同定結果は、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類をアルファベット順に並べた

一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度 (pH)・ 流水に対

する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。そして、産出個体数100

個体以上の試料については、産出率2.0%以上の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層位分布

図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求め

る。堆積環境の解析は、淡水生種については安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊藤 。堀内 (1991)、

汚濁耐性については、Asai&Watanabe(1995)の 環境指標種を参考とする。
(3)花粉分析

試料を湿重で約10g秤量し、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛,比重2.3)よ る
有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス (無水酢酸9,濃硫酸 1の混合波)処
理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残澄を

グリセリンで封入してプレパラー トを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査し、

出現する全ての種類について同定・計数する。

結果は、同定 。計数結果の一覧表、および花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本

花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は草本花粉とシダ類胞子の合計からクワ科を除いた数

をそれぞれ基数として、百分率で出現率を算出し図示する。

(4)植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重演分離法 (ポ リタングステン酸ナトリウム,

比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴

下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラー トを作製する。400倍の光学顕微

鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の業部短細胞に由来した植物珪酸
体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体
と呼ぶ)を、近藤 (2004)の分類に基づいて同定・計数する。

分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残澄量、検鏡に用いたプレパ

ラートの数や検鏡した面積を正確に計量し、堆積物 lgあ たりの植物珪酸体含量 (同定した数を堆積
物 lgあ たりの個数に換算)を求める。
結果は、植物遠酸体含量の一覧表で示す。また、各種類の植物珪酸体含量とその層位的変化から古

植生や栽培植物について検討するために、植物珪酸体含量の層位的変化を図示する。

(5)灰像分析

炭化物や灰層の試料は、珪化細胞列等の珪化組織片の有無に注目する。植物体の葉や茎に存在する

植物珪酸体は、珪化細胞列などの組織構造を呈する。植物体が土壊中に取り込まれた後は、組織構造

が珪化組織片として検出されることが多い。そのため、珪化組織片の産状により植物利用の有無が明

らかになると考えられる。本分析試料では、観察に障害となる有機物が試料中に多量に含まれていた

こと、土壊も混入していたことを考慮し、前述した植物珪酸体分析と同様の手法を行い、珪化組織片

の濃集と分離を行っている。

(6)微細物分析

微細植物片分析は、各試料の質や分析目的を考慮し以下の 2種類の方法を用いている。

北壁 1地点の試料呑号 5、 南壁 3地点の試料番号 5の 2試料は、試料各300ccを水に一晩浸し、0。 5
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mm目 の舗を通して水洗する。師に残った試料を粒径別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で観察
し、同定可能な種実や葉を抽出する。

1号住居跡のカマ ド内灰層、 2号住居跡のカマ ド炭化物、 3号住居跡のカマ ド灰層 (中央)、 4号
住居跡の灰層の 4試料は、試料を秤量した後、常温で 3昼夜乾燥させる。試料を肉眼および双眼実体
顕微鏡下で観察し、目に付いた炭化材や炭化物を拾い出す。水を満たした容器に試料を投入し、容器
を傾斜させて浮いた炭化物をo.5mmの 舗に回収する。容器内の残土に水を入れて軽 く攪拌した後、
容器を傾斜させ、浮いた炭化物をo。 5mmの師に回収する作業を炭化物が浮かなくなるまで繰 り返
す。最後に、容器内の残土をo.5mm目 の舗を通して水洗する。
回収された戊化物と分析残試料を、粒径別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可

能な種実や 2mm角以上の炭化材などを抽出する。
以上の方法により検出された種実や葉の形態的特徴を、現生標本および原色日本植物種子写真図鑑

(石川,1994)、 日本植物種子図鑑 (中山ほか,2000)、 増訂邦産松柏図説 (岩田・草下,1959)等 と
比較し、種類を同定し個数を求め、表に示す。モミ属、ツガ属の葉は、基部の個数を数え、バラモミ

節の葉は先端部と基部の個数を数える。ヒノキの枝条は、十字対生の 4枚の葉を 1対 として対の数を
数える。実体顕微鏡下の観察による判別が困難な複数の分類群は、ハイフォンで結び表示する。

分析後の種実は、種類毎に瓶に入れ、70%程度のエタノール溶液による演浸保存処理を施して保管
する。炭化材や炭化物は、70℃ 48時間乾燥後の重量を求めた後、瓶に入れて保管する。

(7)樹種同定

剃刀の刃を用いて木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作製
し、ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,蒸留水の混合液)で封入
し、プレパラートを作製する。作製したプレパラー トは、生物顕微鏡で観察・同定する。

(8)堆積物微細構造軟 X線写真撮影
撮影された軟 X線写真ネガは、ポジ写真に焼き、フラッドヘッドスキャナにてデジタルデータと
して読み込み、階調や明るさ、コントラス トの調整などの簡単な画像補正を行いながら解析を行う。

軟 X線写真の記載は、「土壌薄片記載ハンドブック」 (久馬・八木訳監修,1989)を 参考とする。
記載にあっては、土壌の基本的構造である集合体 (ペ ッド)や粗孔隙ないし間隙、偽礫に由来すると
推定される陰影やその他の堆積・土壌構造を中心として堆積物の微細堆積構造を記載する。なお、粗

孔隙と間隙の用語については、成岡ほか (2000)に 従う。粗孔隙は上の乾燥収縮、植物根の腐朽跡あ
るいは地中動物の通行跡、間隙が粗孔隙を含む面状や管状などの構造単位の特定が可能な亀裂や管状

了し隙を指す。間隙は粗孔隙を含む全てのすき間を示す。

3。 結果

(1)放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行った測定結果を表 8に示す。年代値は、 1号住居跡の試料番号 5(災化
物層)は 1,240± 40BP、 北壁 1地点の試料番号 1(畝跡最上―上部相当)は 1,410± 40BPを示す。
暦年較正結果を表 9に示す。暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年 として算出
された年代値に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減
期の違い (14Cの半減期5730± 40年 )を較正することである。暦年較正に関しては、本来10年単位で
表すのが通例とされるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算
や再検討に対応するため、本報告では 1年単位で表記している。また、暦年校正は、測定誤差σ、 2
σ双方の値を計算する。oは統計的に真の値が68%の確率で存在する範囲、 2σ は真の値が95%の確
率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、σ、 2σ の範囲をそれぞれ 1と した場合、その

範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

測定誤差をσとして計算させた結果、 1号住居跡 (試料番号 5)は calAD690-859、 北壁 1地点 (試
料番号 1)は calAD611-656で ある。
(2)珪藻分析
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表 8 放射性炭素年代測定結果

遺構名・地点名 層位 試料名 試料の質
補正年代
BP

‐３Ｃ
加

測定年代

(BP)
Code No.

1号住 炭化物層 炭化材 1,240三 L40 ―-26.10ELO.95 1,260=L40 IAAA―-50983

北壁 1地点 畝構成堆積物 1 炭化材 1,410=L40 ―-24.31=LO,79 1,400三 L40 IAAA―-50984

名

名

構
点
遺

地
潮
名
補正年代

(BP)
暦年較正年代 (cal) 本目文↓上ヒ Code No.

1号住 1,239=L38
σ

catAD 690-751
calAD 762-783
calAD 788-815
calAD 843-859

cal BP l,260-1,199
cal BP l,188-1,167
cal BP l,162-1,135
caIBP l,107-1.091

0.515
0.181

0.205

0.099

IAAA―い50983

2σ calAD 682-881 cat BP l,268-1,069 1.000

イヒEき
1地点

1 1,410=L38
0 cal AD 611-656 calBP l,339-1,294 1.000

IAAA―-50984

26 calAD 573-669 calBP l,377-1,281 1.000

1)年代値の算出には、Libbyの 半減期5568年を使用。
2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。
3)付記した誤差は、測定誤差σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

表 9 暦年較正結果

計算に
`よ

、RADIOCARBON CALIBRATiON PROGRAM CALIB REV5.01(Copynght 1986-2005 M Stuiver and P」 Re‐
imenを使用
計算には表に示した丸める前の値を使用している。
1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいよう
に、 1桁目を丸めていない。
統計的に真の値が入る確率はoは 68%、 2σ は95%である
相対比は、σ、2σ のそれぞれを 1と した場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

陸生珪藻 淡水生種の生態性

‐ 尊 華 静 ]・ ‐ 可 IБド日 |■ミ ロ I邸ド日 I

東壁2地点 7

南壁3地点 7

海水―汽水―淡水生種産出率,各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を

基数として百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお、●は20/6未満の産出を示す。

図28 主要珪藻化石群集の層位分布

結果を表10、 図28に示す。産出頻度は東壁よりも南壁で多く、完形殻の出現率は70%前後で化石の

保存状態は比較的良好である。産出分類群数は、合計で37属 91分類群である。以下に、地点毎の珪藻

化石群集の特徴を述べる。

・東壁 2地点試料番号 7

淡水域に生育する水生珪藻 (以下、水生珪藻)が約80%、 陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気
を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻が約20%産 出する。淡水性種の生態性 (塩分濃度、水素
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表10 珪藻分析結果

類種
生態性 環境指標種

地点・試料番号

2地点 3地点

塩分

Nitzschia p』ca(KuetZ)W Smに h
Rhopa odia gibberula(EhR)O Mu‖er

一
１
‐０
郷
９
１

１

一

１

１

一

１

Achnanthttum convergens lH Kobayas,H KobayasI
Achnanthidium minuヽsSmum(Kuet2)CZarn
Amphora copulata(Kuetz)SChOeman et R E M Archibald

AmphOra pedicu us(Kueiz)Grunow var pedicu us
Caloneis baoWIum(Grun)C eVe var bacWium

Ca oneis iar9erstedu(Lagerstぅ ChoinOky

Ca oneに molans(Grun)Krammer
Calone s sWicula(Ehr)CleVe var sWicula

Ceratontts arcus var recta lCけ Krasske

CymbЫ a leptoceros(Ehr→ Kuetzng

CymbeWa tum da(Breb)Van Heurck

D adesmに oontenta(Grun ex Van HeurcklD G Mann
D adesm s perpus‖ a(Grun,D G Mann
D atoma hyema s(Roth)Heiberg
D atoma mesodon(Ehr)Kuetzing vaL mesodon
Dip10neis obiongeWa(Naegeけ Cteve― Euler
Dip10neis ovaWs(H‖ Se)c eVe var ovans

EncyOnema sHesiacum(BIe SCh)D G Mann
Encyonema vent面 oosum(C Auardh)Grunow

EpHhemia turgida(Ehr)KuetJng

Eunoda ex gua(Kuetz)Rabenhorst

Eunoua minOr(Kuetz)Grunow var minor
Eunoua tenewa(Grun)HuStedi
FraO ana capucina vah mesoiepta(Rabh)Rabenhorst
F確 o‖ ana vauchenac(Kuctz)Petersen vaに VauCheHac
Frustu“ a vu gans Thwa■ )De Toni var vu19ans
Ge`Ы ena decusSs 10eStrup)Lange‐ B et MetzeWn
GomphonSs d vaceddes(HuSt)」 R Carter et B百臆y‐ Watts
Gomphonema inacqu ongum(H KobayaslH Kobayasi

GomphOnema parvu um(Kuetz)Kuetz ng
Gomphonema pumitum(Grun)Reichardt&Lange― Berta ot

Hantzsctta amphioxys(Ehr)Grunow

LuHcola muJca(Kueiz)D G Mann

Mend On c‖ cu ae var consinctum(Ra「 slV HCurck

Navicu a vげ iduta(К uetz)Ehrenberg
Navicu a vindula va「 rostenata(Kuetz)Cieve

Neidium amphatum(Ehr)Krammer

Nitzsch a dissipata(KuetZ)Grunow var dissipata

Nhzsch濾

“

neanslW Smhh)w Smmh var‖ neans

Nhzsch a tabenana〈 Grun)Grunow
onhOse ra rOeseana(Rabh)0'Meara
Pinnulatta braun ana(Grun)Mi‖ S

Pinnulatta microstauron(Ehr)CteVe

Pinnu ana subcaphata var paucisinata(Grun)Cleve
Piaconeis e ginensis var negiecta(KrasskelH Kobayasi
PIanotndttm anceolatum(Breb)Round et Bukhiげ aЮva
PIanothid um rostratum(Oestrup)Round et BukhOyarova
ROmera ttnuata w Gregう Kocお峰k et Stoemer
Rhoにosphetta abbreMata(C Agardh)堕 nge B
Rhopa odia gibba(Ehr)O Mu‖ er
Sdiaphora pseudopup』 a(Krasske)Lange B

Synedra ulna(Nitzsch)Ehrenberg
SynedreWa paraЫ tica lW Smnh)Round
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Ogh Meh:淡 水―汽水生種     Ogh Meh:淡 水―汽水生種
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OghⅢ nd:貧塩不定性種       Ogh■ nd:貧塩不定性種
Ogh hob:貧塩嫌塩性種      09h hob:貧 塩嫌塩性種
Ogh unk:貧 塩不明種       09h unk:貧 塩不明種

環境指標種群

CR :流水に対する適応性
卜bi:真止水性種
卜ph:好止水性種
nd:流水不定性種

「
ph:好流水性種

「
航:真流水性種
unk:流水不明種

」:上流性河川指標種,K:中～下流性河11指標種,O:沼沢湿地付着生種,P:高層湿原指標種 (以上は安藤,1990)
Si好汚濁性種,U:広域適応性種,T:好清水性種 (以上はAsS and VVatanabe,1995)
R:陸生珪藻 (RA:A群 ,RB:B群 ,Rド 未区分、伊藤・堀内,1901)
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イオン濃度、流水に対する適応能)の特徴は、貧塩不定性種、真十好アルカリ性種、真 +好流水性種

と流水不定性種が優占あるいは多産する。産出種は特に多産するものはなく、流水性で中～下流性河

川指標種群の Planothidium lanceolatumが 約10%産出し、同じく中～下流性河川指標種群の Cera―

toneis arcus var.recta、  Diatoma mesodon var. mesodon、  Fragilaria vaucheriae var. vaucheriae、

流水不定性の Cocconeis placentula var.placentula、 Nitzschia amphibia var.amphibia、 陸生珪藻の

中でも耐乾性の高い陸生珪藻 A群の Ludcolamuica等を伴う。
・南壁 3地点試料番号 7

水生珪藻が約50%、 淡水～汽水生種と陸生珪藻がそれぞれ約25%産 出する。生態性の特徴は、貧塩

好塩性種が増加し、この他は前試料に近似する。主要種は、塩分や塩類を豊富に含む淡水～汽水生種

の Nitzschia inconspicuaと 陸生珪藻 A群の Amphora montanaが約13%産出し、同じく淡水～汽水
生種の Navicula veneta、 Nitzschia palea、 前試料で産出したような中～下流性河川指標種群、流水

不定性の Achnanthidium minutissimum、 陸生珪藻 A群の Diadesmis contenta、 Hantzschia amphi―

oxys等 を伴う。

(3)花粉分析

結果を表11、 図29に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難

なものを示す。なお、花粉総数が100個体未満のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐れがある

ことから、出現した種類を十で表示するに留めている①花粉化石の産出状況は地点毎に異なるが、花

粉化石の保存状況はいずれも不良である。

・北壁 1地点試料番号 1

木本花粉ではツガ属、マツ属、スギ属、モミ属等が多く産出し、 トウヒ属、コナラ属コナラ亜属、
クリ属、イボタノキ属等を伴う①草本花粉ではイネ科が最も多く産出し、アカザ科、カヤツリグサ科、

ヨモギ属、タンポポ亜科等を伴う。

・北壁 1地点試料番号 4

木本花粉は産出個体数が少ないが、木本花粉では北壁 1地点試料番号 1と 同様にツガ属モミ属、マ

ツ属などが多く産出し、ヤマモモ属、カバノキ属、ハンノキ属等も多く認められる。草本花粉では、

クワ科が特異的に優占する。その他の種類ではイネ科、カヤツリグサ科、アカザ科、ヨモギ属等が認

められ、栽培種であるソバ属も僅かに検出される。
。東壁 2地点試料番号 7

花粉化石の産出状況は不良であり、定量解析に行うに十分な個体数を得られなかった。僅かに検出

された種類のうち、木本花粉ではモミ属、ツガ属、マツ属、カバノキ属、ヤマモモ属、ニレ属―ケヤ

キ属、ツツジ科が検出され、草本花粉ではクワ科、ヨモギ属が 1～数個体検出されるのみである。

・南壁 3地点の試料番号 1・ 5
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図29 花粉化石群集の層位分布
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表11 花粉分析結果

種  類

和名               学名

地点 名 。試料番 号

1地点 2地点 3地点
1 4 7 1 7

木本花粉           Arbore』 Polbn
モミ属             Abies
ツガ属             Tsuga
トウヒ属               Picea
マツ属単維管東亜属       Pinus subgen.Haploxy10n
マツ属複維管東亜属       Pinus subgen.Diploxylon
マツ属 (不明)         Phus(UnknoWn)
スギ属             Cryptomena
ヤマモモ属           My� ca
サワグルミ属         PteЮ carya
ク,レ ミ属               」ugians
クマンデ属―アサダ属      Carpinus― Ostrya
カバノキ属           Betula
ハンノキ属           AInus
ブナ属             Fagus
コナラ属コナラ亜属        Quercus subgen.LepidObalanus
コナラ属アカガシ亜属      Quercus subgen.Cyciobalanopsis
クリ属                Castanea
シイノキ属           Castanopsis
ニレ属―ケヤキ属        Uimus‐ Zelkova
モチノキ属           llex
カエデ属            Acer
トチノキ属           Aesculs
ウコギ刈            Araliaceae
ツツジ科            Encaceae
イボタノキ属          Ligustrum
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1

1

2試料の花粉化石群集は類似し、いずれも木本花粉が優占する。検出される種類は、ツガ属、カバ

ノキ属、

ハンノキ属が多く認められ、モミ属、マツ属、ヤマモモ属、サワグルミ属、ブナ属、ニレ属―ケヤ

キ属、ツツジ科等を伴う。草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属、キク亜科などが検出さ

れる。

い植物珪酸体分析

結果を表12、 図30に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるが保存状態は不良であり、表面に

多数の小子L(溶食痕)が認められる。
・北壁 1地点試料番号 1

植物珪酸体含量は約6,100個/gである。検出される分類群の中では、栽培植物であるイネ属の産
出が目立ち、その含量は短細胞珪酸体が約1,700個/g、 機動細胞珪酸体が1,000個/g弱である。ま
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た、籾殻に形成される穎珪酸体も検出され、その含量は約300個/gである。この他に、ヨシ属、コ
ブナグサ属やススキ属を含むウシクサ族、タケ亜科などが認められる。
・東壁 2地点試料番号 7

植物珪酸体含量は約1,000個 /gと 分析試料中で最も少ない。タケ亜科やヨシ属等が認められ、タ
ケ亜科の産出が目立つ。また、イネ属は機動細胞珪酸体のみが検出され、その含量は20個 /g程度と
少ない。

・南壁 3地点試料呑号 7

植物珪酸体含量は約3,700個 /gである。イネ属が検出される。またタケ亜科、コブナグサ属やス
スキ属なども認められる。

短細胞珪酸体 機動細胞珪酸林

北壁1地点 畝 :耕作土 1

7

1

3

6

7

東壁2地点

南壁3 畝 :耕作土

畝 :耕作土

2222222222 22222
堆積物lgあ たりに換算した個数を示す。
OOは 100個 /g未満の種類を示す。

図30 植物珪藻酸体含量の層位的変化

表12 植物珪酸体分析結果 (個/g)
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表13 灰像分析結果

種 類

1号住 2号住 3号住 4号住

カマド内灰層 5 カマド炭化物
カマド灰層
(中央 )

灰層

検出された種類
イネ属穎珪酸体
イネ属短網胞列
イネ属機動細胞列
チゴザサ属短細胞列
ヨシ属短網胞列
ススキ属短細胞列
ウシクサ族機動網胞列

科
＝
一＋
科
一
一

＋
＝＋
＋
キ
・
・

＋
＝＋
・キ
・＋

十
出
＋
＋
十
一
一

＋
“＋
・
・＋
＋

＋
＝＋
十
＋
＋
＋

想定される主な種類・部位

稲籾殻
稲藁

ヨン属の葉身

稲籾殻
稲藁

ヨシ属の葉身

稲籾殻
稲藁

ヨン属の葉身

稲籾誠
稲藁

ヨン属の葉身

稲籾殻

稲藁
ススキ属の葉部

稲籾殻

稲藁
ヨン属の葉部
ススキ属

++十 :,F常に多い,++:多 い,十 :検出,一 :非検出

。南壁 3地点試料番号 1・ 3・ 6

これらの試料の植物珪酸体含量は1,400-2,6004固 /gである。栽培植物を含む分類群ではイネ属が
認められ、その含量は短細胞圭酸体は150-400個 /g、 機動細胞珪酸体は50-170個 /g、 穎珪酸体は

20-100個 /gである。この他に、タケ亜科、コブナグサ属やススキ属なども認められる。
(5)灰像分析

結果を表13に示す。各試料からは、いずれもイネ属に由来する珪化組織片が認められ、特に短細胞

列の産出が目立つ。この他に、ヨシ属やススキ属などの珪化組織片も認められる。

(6)微細物分析

結果を表14に示す。裸子植物 4分類群24個の葉 。枝条と、被子植物は草本32分類群1971個 の種実が

検出され、栽培植物のイネ、アワーヒエ、ムギ類、アサ、エゴマ、ナス科 (一部の大型種子)も検出
される。その他に、木材、炭化材、木材組織が確認されず種類や部位が不明な植物片やλ化物、群苔

類、昆虫、土器片等が検出された。以下に、各試料の検出状況及び検出された種実・葉の記載を述べ

る。

1)試料別検出状況
。1号住居跡のカマド内灰層

草本14分類群 (イ ネ、アワーヒエ、ムギ類、ホタルイ属、カヤツリグサ科、イボクサ、 ミズアオイ
属、アサ、タデ属、アカザ科、スベリヒユ科、ナデシコ科、チ ドメグサ属、イヌコウジュ属)879個
が検出され、栽培植物のイネの胚乳 7個、穎767個、アワーヒエ 4個、ムギ類 3個、アサ 1個が含ま

れる。

・ 2号住居跡カマ ド炭化物

草本 8分類群 (イ ネ、イネ科、カヤツリグサ科、アカザ科、ナデシコ科、マメ科、チ ドメグサ属、
ナス科)426個が検出され、栽培植物のイネの胚乳 7個、穎392個、ナス科 1個が含まれる。
・ 3号住居跡カマ ド灰層 (中央)

草本16分類群 (イ バラモ属、ヘラオモダカ、オモダカ科、イネ、アワーヒエ、エノコログサ属、イ

ネ科、カヤツリグサ科、タデ属、アカザ科、ナデシコ科、カタバミ属、イヌコウジュ属、エゴマ、ナ

ス科、メナモミ属)411個が検出され、栽培植物のイネの胚乳 5個、穎174個、アワーヒエ 3個、エゴ

マ15個が含まれる。
。4号住居跡灰層

草本 6分類群 (イ ネ、イネ科、カヤツリグサ科、アカザ科、タガラン、イヌコウジュ属)46個が検
出され、栽培植物のイネの穎12個が含まれる。

・北壁 1地点試料番号 5

草本10分類群 (イ ネ、カヤツリグサ科、アサ、アカザ科、スベリヒユ科、ナデシヨ科、キジムシロ
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表14 微細植物片分析結果

種 類

和名 学名 部位

上段 :遺構名・地点名 中段 :試料名 下段 :土壌分析量
1号住 2号住 3号住 4号住 1地点 3地点

カマド内
灰層
カマド炭
イと物

カマド灰
層
(中央 )

灰 層 5

406.19 255.9g 340.5g 191.19
300cc
(657.7g)

300cc
(510.5g)

大型植物遺体

モミ属       スbres 棄 (棄部) 1

トウヒ属バラモミ節 PIcea Secと Prcea 葉 (先端部 )

葉 (基部)

3

3

ツガ属          Picea Sect,Picea 棄 (基部 ) 7

ヒノキ       Tsv9a sゎ bοlJrr Carnere 枝条

イバラモ属    θttmaθc/pa″θ οbrysa(sieb.et Zucc)
Endlicher

種子 1

ヘラオモダカ   Araras 果実 1

オモダカ科    刈rstta θa,alTcυlaryp A Br.et Bouche 種子 1

イネ        Ovza sa『 νa L.
胚 乳 7 7 5

穎 7

頴 (炭化 )
アワーヒエ    Serarra′rarrca rLり RBθa,1/― &労加Ocrl―

loa vtllls Ohwi et Yabuno
胚子し 3

エノコログサ属  Setari2 果実

ムギ類       脚οr」evtt ya19aleと ―Trrtrcvtt aθ s『νvtt L 胚 乳 3

イネ科      Gramineae 果実 3 i

ホタルイ属     Scrrpvs 果実 1

カヤツリグサ科  cvDeraCeae 異 実 5

イボクサ     A,9rlema ttrsa々 Hassk. 種子 1

ミズアオイ属   Vο ,οttOrra 種子 1

アサ          Cannabrs Gttr1/aL 種子 1

タデ属      Pory9ο,vp 果実 1

アカザ科      chenooodiaceae 種子 7 1

スベリヒユ科     Pottulacaceae 種 子 2 1

ナデンコ科     CarvOphv‖ aceae 種子 2 4 1 4

タガラン     晟ηυ,cυlys scθJ9/arvs L 果実 1

キジムンロ属~|;び
桑デ写冒

P°ね
'fflla―

Dv"θs,θa―Fttga胞 核 1

マメ科       Leouminosae 種 子 (炭化 )

カタバミ属    Oxalis 種子 2

エノキグサ    Aて瀬ザypん a aystrallsと 種子 1

チドメグサ属   m/Jro∞ryye 異 実 1 1

イヌコウンュ属  Vosla 果実 1 3 3

エゴマ   駐早払乏μttS∞nsに)B�社.略「/apο ,― 果実
トウバナ属     CrrpοっοJlv加 果 実 1

ナス科       Solanaceae 種子 1

メナfEミ 属      Sreoθ sbectta 果実 2

キク科       Composhae 果実 1

木材

炭化材

不明植物

不明炭化物

群苔類

昆虫

土器

十 十

2.75o 2.379 0.569 0.34q 0,04q <0.01o
0.51o 0.469 0.199

0.089 0.07cI 0.03o 0.04q 0.019 <0,01q

+
+ + 十

1

属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属、エノキグサ、ナス科、キク科)187個が検出され、栽培植物
のイネの穎46個、アサ13個が含まれる。
。南壁 3地点試料番号 5

木本 4分類群 (針葉樹のモミ属、 トウヒ属バラモミ節、ツガ、ヒノキ)24個の葉 。枝条と、草本 7
分類群 (イ ネ科、ホタルイ属、カヤツリグサ科、アカザ科、ナデシヨ科、キジムシロ属―ヘビイテゴ

属一オランダイチゴ属、 トウバナ属)22個の種実が検出された。
2)種実・葉の記載
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検出された種実や葉の遺存状態は、イネ、アヮーヒエ、ムギ類等の栽培植物やマメ科の種子が炭化

している点を除くと、比較的良好である。以下に、本分析にて得られた種実の形態的特徴などを、木

本、草本の順に記す。

<木本>
・モミ属 (Abies)  マツ科
葉の破片が検出された。灰褐色、完形ならば長さ2-3cm、 幅 2-3mm程 度の線形で偏平。破片
の長さ4mm程度。基部は楔形に細まり、葉痕は吸盤状。鈍頭または凹頭の先端部を欠損する。葉表
面には中肋に沿って凹む溝があり、裏面の滞の両側に白色の気了し帯が配列する。
・トウヒ属バラモミ節 (Picea Sect.Picea)  マツ科

葉の破片が検出された。灰褐色、線形。破片の長さ3mm程度、径1.8mm程 度。基部は楔形に細
まり、葉痕は切形①先端部は鋭頭。横断面は菱形状四角形で、四面には気了し条が配列する。
・ツガ (Tsuga sieboldii Carriere)  マツ科ツガ属

葉の破片が検出された。灰褐色、完形ならば長さ 1-2cm、 幅1.5-2mm程度の線形で偏平。破片の
長さ3.5mm程度。基部は楔形に細まり、長さ11.5mmの 柄が葉に直角に曲がる。凹頭の先端部を
欠損する。葉表面には中肋に沿って凹む溝があり、裏面の溝の両偵1に 白色の気孔帯が配列する。
・ヒノキ (Chamaecyparis obtusa(Sieb et Zucc.)Endlicher)  ヒノキ科ヒノキ属

枝条が検出された。灰褐色、鱗片状の葉が十字対生して茎を包む。葉は長さ 1-2mm、 幅 2mm
程度。葉側部は楕円形で、先は内曲する。面部は菱形で、鈍頭から鋭尖頭。

<草本>
・イバラモ属 (Naias)  イバラモ科
種子が検出された。茶褐色、針状長楕円体。長さ2.2mm、 径0.7m程度。両端は細 く尖る。種皮は
薄く透き通り、表面には縦長の網目模様が配列する。

・ヘラオモダカ (Alisma canaliculatum A.Br.et Bouche)  オモダカ科サジオモダカ属

果実が検出された。淡褐色、楕円形で偏平、基部は切形。長さ2.5mm、 幅1.3mm程度。背部に深
い縦溝が 1本走る。果度はスポンジ状で柔らかく、中の種子が透けてみえる。種子は茶褐色、倒 U
字状に曲がった円柱状で偏平。径 lmm程度。種皮は膜状で薄くやや透き通り柔らかい。表面には微
細な網目があり縦筋が目立つ。
。オモダカ科 (Alismataceae)

種子が検出された。茶褐色、倒 U字状に曲がった円柱状で偏平。径1.5mm程 度。種皮は膜状で薄
くやや透き通り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が目立つ。上述のヘラオモダカなどの果実

が欠損し、種子のみが残存したものと思われる。

・イネ (Oryza sativa L。 )  イネ科イネ属
胚乳と穎 (果)の破片が検出された。長楕円形でやや偏平。長さ4.5 7mm、 幅 2-4mm、 厚さ1.5
mm程度。胚乳は炭化しており黒色を呈す。一端に胚が脱落した凹部があり、表面はやや平滑で、 2
-3本の縦溝がみられる。穎は淡～茶褐色、炭化個体は黒色。基部に円柱状斜切形の特徴的な呆実序
柄がある。穎は薄く、表面には顆粒状突起が規則的に縦列する。
・アワーヒエ (Setaria itarica(L.)P.Beauv.― Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno)  イネ科

胚乳が検出された。炭化 しており黒色を呈す。広楕円体でやや偏平。径 1-2mm程 度。背面は丸
みがあり、腹面は平ら。基部に胚の凹みがある。表面には内外穎が付着している個体がみられた。

アワ、ヒエは、走査型電子顕微鏡下による内外穎の観察による区別が可能であることから (松

谷,1980;2000な ど)、 検出された胚乳も遺存状態が良好なものに限り、走査型電子顕微鏡下の観察
で種類が特定される可能性がある。

・エノコログサ属 (Setaria)  ィネ科

果実が検出された。淡～黄褐色、狭卵～半偏球体でやや偏平。長さ2.5mm、 径1.5mm程度。穎は
薄く柔らかく、表面には微細な網目模様が縦列する。

・ムギ類 (Hordeum valgale L.― Triticum aestivum L。 )  イネ科
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胚乳のが検出された。炭化し黒色を呈す。長楕円体でやや偏平。長さ4.7mm、 幅 3mm、 厚さ1.5
mm程度。腹面はやや平らで正中線上に 1本の大く深い縦溝がある。背面は丸みがあり、基部の正中
線上に胚の痕跡があり丸く窪む。胚乳表面はやや平滑。頂部が尖るオオムギ (HOrdeum valgale L.)

よりも、九みを帯びたコムギ (T�dcum aestivum L。 )に似るが、状態が悪いためムギ類とした。
・イネ科 (Gramineae)

果実が検出された。上述のイネ、アヮーヒエ、エノコログサ属、ムギ類以外の形態上差異のある複

数の種を一括した。淡～責褐色、半挟卵体でやや偏平。長さ2-3mm、 径0。 許1.5mm程 度。果度は
薄く柔らかくて弾力がある。表面には微細な網目模様が縦列する。
・ホタルイ属 (Scirpus)  カヤツリグサ科
果実が検出された。黒褐色、片凸レンズ状の広倒卵形。長さ1.5-2mm、 径1.5mm程 度。背面は
やや高く稜がある。頂部は尖り、基部から伸びる逆刺を持つ髭状の腕が残る。表面は光沢があり、不

規則な波状の横敷状模様が発達する。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceae)

果実が検出された。ホタルイ属以外の形態上差異のある複数の種を一括した。淡～茶褐色。三稜ま

たはレンズ状倒卵体。径 1-2mm程 度。頂部の柱頭部分がわずかに伸びる。表面には微細な網目模
様がありざらつく。スゲ属 (Carex)と 思われる個体を含む。
・イボクサ (Aneilema keisak Hassk.)  ツユクサ科イボクサ属

種子が検出された。灰掲色、半横長楕円形。径3.5mm程 度。背面は丸みがあり、腹面は平ら。暦
は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。種度は柔らかく、表面は

円形の小孔が多数存在する。

・ミズアオイ属 (MonOchoria)  ミズアオイ科
種子が検出された。淡掲色、楕円体。長さ1.lmm、 径0,6mm程度。種皮は薄く透き通り、柔らか
い。表面には縦に10本程度の隆起があり、隆起の間には横方向の密な隆線が配列する。
・アサ (Cannabis sativa L。 )  クヮ科アサ属
種子の破片が検出された。灰褐色、三角状広倒卵体でやや偏平。長さ3.5 4mm、 幅 3mm、 厚さ
2.5mm程度。縦方向に一周する稜に沿って半分に割れた個体がみられる。基部には淡掲色、径 lmm
程度の楕円形の膳点がある。種皮表面には葉脈状網目模様がある。
・タデ属 (Polygonum)  タデ科
果実が検出された。形態上差異のある複数の種を一括した。黒tFB色、三稜状卵～広卵体でやや偏

平。長さ2.5-3mm、 幅 2mm程 度、両面正中線上に縦方向の稜があり、表面には明瞭な網目模様
がありざらつく。表面に腺点がある花被が付着する個体もみられた。
・アカザ科 (Chenopodiaceae)

種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径1.3mm程 度。基部は凹み、磨がある。種皮表面
には膳を取り囲むように微細な網目模様が同心円状に配列し、光沢が強い。
・スベリヒユ科 (Portulacaceae)

種子が検出された。黒色、腎臓状円形でやや偏平。径0.8mm程度。一端が凹み、膳がある。腰に
は種柄の一部が残る。種皮表面には鈍円錐状突起が密生する。
。ナデシコ科 (Caryophyllaceae)

種子が検出された。茶褐色、腎状円形でやや偏平。径0。 9mm程度。基部は凹み、脳がある。種皮
は薄く柔らかい。種皮表面には、隣を取り囲むように瘤状突起が同心円状に配列する。
・タガラシ (Ranunculus sceleratus L.)  キンポウゲ科キンポウゲ属

果実が検出された。広楕円形でやや偏平。径1.3mm、 厚さ0。 5mm程度。縁は黄白色のスポンジ状
で、中心部はやや凹み淡黄褐色で表面は粗面。水に浮きやすい。
・キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイテゴ属 (Potentilla― Duchesnea― Fragaria)  バラ科
核 (内果皮)が検出された。淡灰褐色、腎形でやや偏平。長さ1,lmm、 幅0.5mm程度。内果皮は
厚く硬く、表面は微細な網目模様がありざらつく。
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・マメ科 (Leguminosae)

種子が検出された。炭化しており黒色を呈す。腎状楕円体でやや偏平。長さ3.5mm、 径2.5mm程
度。腹面中心部分はやや湾入し、縁が隆起する楕円形の腿がみられることから、野生種と判断され

る。種皮表面はやや平滑で光沢がある。

・カタバミ属 (Oxalis)  カタバミ科

種子が検出された。黒掲色、卵形で偏平。長さ1.5mm、 幅 lmm程 度。基部はやや尖る。種度は
薄く柔らかく、縦方向に裂けやすい。表面には4-7列 の肋骨状横隆条が並び、わらじ状を呈す。
・エノキグサ (Acalypha australis L。 )  トウダイグサ科エノキグサ属
種子が検出された。黒掲色、倒卵体で長さ1.8mm、 径1.3mm程度。基部はやや尖 り、Y字状の筋
がある。種皮は薄く硬く、表面は細粒状の窪みが配列しざらつく。

・チドメグサ属 (Hydrocotyle)  セリ科

呆実が検出された。責掲色、半月形でやや偏平。径1.lmm程度①一端には大い柄があり、合生面
は平坦。果皮は厚 く、やや弾力がある。表面には 1本の明瞭な円弧状の稜がある。
・イヌコウジュ属 (Mosla)  シソ科
呆実が検出された。淡～黒褐色、倒広卵体。径1.2mm程度。基部には膀点があり、舌状にわずか
に突出する。果度はやや厚く硬く、表面は,完 く大きく不規則な網目模様がある。

・エゴマ (Perilla frutescens(L.)Britt.Var,iapOnica Hara)  シソ科シソ属

呆実が検出された。茶褐色、倒広卵体。径2.2mm程度。果実基部には大きな暦点があり、舌状に
わずかに突出する。果皮はやや厚く硬く、表面は浅く大きく不規則な網目模様がある。

・トウバナ属 (ClinopOdium)  シソ科

呆実が検出された。茶褐色、倒広卵体で径 lmm程度。背面は丸みがあり、下端は舌状にわずかに
突出する。腹面の正中線は鈍稜をなす。表面には微細な網目模様がありざらつく。

・ナス科 (Solanaceae)

種子が検出された。淡～茶褐色、歪な腎臓形で偏平。径1.73.8mm程度と大きさの異なる複数の
種を一括した。種子は基部のくびれた部分に勝がある。種度は薄く柔らかく、表面は微細な星型状網

目模様が膊を中心として同心円状に発達する。 2号住居跡から検出された種子は大型であることか

ら、栽培種に由来する可能性がある。

・メナモミ属 (Siegesbeckia)  キク科

果実が検出された。黒色、狭倒三角状菱形体で腹面方向へ湾曲する。長さ3.2mm、 径1.5mm程
度。頂部は切形で円形の膳がある。果皮表面には浅い縦溝と微細な網目がある。網目の境壁は短 く突

出し、全体に微細な突起がある。

・キク科 (Compositae)

果実が検出された。黒褐色、長さ2.5mm、 径0.8mm程度の長楕円体でやや偏平①頂部は切形で円
形の勝がある。果皮表面には微細な網目模様が配列し、ざらつく。タカサブロウ (Eclipta prostrata

(L)L.)の果実の翼部分が欠損したものと思われる。

(7)樹種同定

結果を表15に示す。木製品及び杭材は、針葉樹 1種類 (サ ワラ)、 広葉樹 7種類 (ヤ ナギ属・コナ

ラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・エノキ属・クワ属・カエデ属・アワブキ属)に同定された。以下
に、各種類の解剖学的特徴等を記す。

・サワラ (Chamaecyparis pisifera(Sieb.et Zucc。)Endicher)  ヒノキ科ヒノキ属

加工面がある関係上、木回面の切片が採取できなかった。軸方向組織は、柾目・板目で観察した限

りでは、仮道管と樹脂細胞で構成され、樹脂道は認められない。仮道管の早材部から晩材部への移行

はやや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成

される。分野壁子とはスギ型～ヒノキ型で、 1分野に 1-3個。分野壁孔は、長軸方向が水平に近いも
のが多い。放射組織は単列、 115細胞高。
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ヤナギ属 (Salix) ヤナギ科

散孔材で、道管は単独または 2-3個 が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させながら散
在する。道管は、単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、 115糸田胞高。
・コナラ属ヨナラ亜属コナラ節 (Quercus subgen.Lepidobalanus sect.Prinus)  ブナ科

環子L材で、孔圏部は 1-3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。
道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 120細胞高のものと複合
放射組織とがある。

・クリ (Castanea crenata Sieb.et Zucc。 )  ブナ科クリ属
環孔材で、孔圏部は 3-4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎
状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 115細胞
高。

・エノキ属 (Ceitis)  エレ科

環孔材で、孔圏部は 2-3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向
の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められ

る。放射組織は異性、 1-8細胞幅、 150細胞高で鞘細胞が認められる。
・クワ属 (Morus)  クワ科
環孔材であるが、了L圏部と孔圏外との境界は不明瞭で、年輪界に向かって径を漸減しながら配列す

る。道管は単独または 2-4個 が複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。年輪界
付近の小径の道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-5細胞幅、 1-40細胞高。
日本に分布するクワ属は、ケグワ、オガサワラグワ、ヤマグワ、ハチジョウグワの 4種と栽培種の
マグワがある。ケグワ、オガサワラグワ、ハチジョウグワは分布地が限定され本地域には分布してい

ないことから、ヤマグワかマグワのいずれと判断されるが、本分析では種類の特定に至らなかったた

めクヮ属としている。

・カエデ属 (Acer)  カエデ科
散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および 2-3個 が複合して散在し、晩材
部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿了しを有し、壁了しは対列～交互状に配列、内壁にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は同性、 1-3細胞幅、 1-30細胞高。木繊維が木口面において不規則な

表15 樹種同定結果

遣構名 試料名
樹  種
和名 学名

4号住 ク リ casrar19a cr9,ara sieb.et Zucc.

織機部材 なかづつ受け サワラ C力amaθOyparrs prslrera lsieb.et Zucc。 )Endicher

綴機部材 まねき受け (ほぞ穴埋 ) サワラ 9々attaθ c1/pa″ s prs〃 bra lSiebo et Zucc.Ⅲ Endicher

織機部材 まねき受け (ほぞ穴未埋) サワラ σtta′ηaθO1/parrsつ lsrFera rSieb et Zucc IEndicher

杭列 ″i No.1 エノキ属 cerrrs

奉七No.2 コナラ節 Qvθrcvs svb9θ , とつっrJ9ba,a,,s sθ θI Prrnvs
奉tNo,3 アワフキ属 Me〃οsma
″tNo.4 ク リ casranθa Orenara sieb et Zucc.

″iNo.5 ヤナギ属 Sallx

'tNo.6
カエデ属 Aθθr

Vi No.フ ヤナギ属 SF2ylx

'INo.8
ヤナギ属 Sa版

霧iNo.9 カエデ属 4θθr

″iNo.10 コナラ節 Qυθ声θυθ syb9θ fl とθprJ9baranys sθ θ▲Prrn,s

″i No. ヤナギ属 Sa″χ

'I No.

2 ク リ Castanθa crerlaね Sieb et Zucc.

″i No. 3 コナラ節 099κ vs s,b9θ , とθpdObaranvs sθ cと Prrn,s

'I No.

4 ヤナギ属 働 llx

杭 No. 5 ヤナギ属 Sallx

'tNo.

6 ク リ casra,θa crenara sieb et Zucc.

杭 ク リ casranea cr9,ara sieb.et Zucc.

自然本① クワ属 Morvθ
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紋様をなす。

・アワブキ属 (MehOsma)  アワブキ科
散孔材で、管孔は単独または 2-4個 が放射方向に複合して散在する。道管は単穿孔および階段穿
孔を有し、階段穿孔の段数は 5段前後で少ない。壁了しは交互状に配列する。放射組織は大型の異性、

1-3細胞幅、 150細胞高。
(8)堆積物微細構造軟 X線写真撮影
1)畝跡・畝間跡
Ⅳ 面で検出された畝・畝間跡の軟 X線写真を図 6(左 :畝跡、右 :畝間跡に相当)に示す。両地
点の層相変化は良く対応し、上位より層準 A～」の層準 (layer)に 区分される。以下に、各層準の

特徴を示す。

層準 A:畝跡を覆う堆積物である。下部は塊状をなすシル ト混じり細粒砂、上部が細粒砂～粗粒
砂からなる。下～上部にかけての層相変化は連続しており、上方粗粒化する逆級化層と判断される。

上部では生物擾乱が及んでおり、間隙に画された集合体が確認され、鉛直方向・放射方向に伸びる径

の植物根痕に由来すると判断される粗孔隙が確認される。河川堆積物において逆級化層は、洪水堆積

物に特徴的に認められる堆積構造であり、逆級化層において下部の泥層は氾濫初期の停滞した氾濫水

下で、上部の砂層は氾濫中期に氾濫水の水深が増し、河岸沿いで生じる強い涌き上がりによって浮遊

させられた砂が堆積したものとされる (増田・伊勢屋,1985)。 なお、本層は遺構確認面であるHI

面のベースをなす堆積物 (8層下部)に相当する。
層準 B:畝間・畝部分の最上部を構成する堆積物であり、粘土・シルトからなり、層厚は畝間で厚
くなる。見かけ上は塊状をなす。tt X線写真では生物擾乱の痕跡が確認され、 1～ 2mm前 後の細
粒な粒状の集合体が確認される。集合体間の間隙密度は高い。植物遺体を僅かに含む。

層準 C:畝を構成する堆積物上部に相当する。堆積物の粒径は細粒砂～シルトかならなり、上方細
粒化する。見かけ上は塊状を示す。土壌構造が発達し、下部は亜角でブロック状・板状の形をなす粒

径10mm以下の洵汰の悪い粗粒砂～シルトからなるブロック土からなる。中部は亜角よりさらに角の
取れたブロック土ないし集合体の層が認められる。上部は 5mm以下の集合体がほぼ均質に分布す
る。集合体は円～亜円状で、泥と砂からなる。炭化物片が中・上部で多く確認される。

以上の層準 B・ Cの層構造と各層準の構造変化は、松田 (2004)が指摘する畑地堆積物の堆積構造
に類似するものである。層準 C下部が耕起時に形成された構造、層準 C上部・層準 Bが畑地の表層
をなし、頻繁に反転、攪拌される堆積物に相当すると推定される。

層準 D:畝部分の耕作上のベースをなす堆積物に相当する。灰～暗灰を呈する粗粒砂からシルト・
粘土からなる。上方粗粒化する一連の堆積物である。下部の粘土・シルト層では明瞭な葉理構造が確

認され、植物遺体を挟在する。上部は生物擾乱の影響により葉理構造は不明瞭となる。これらの層相

から、本層準は逆級化層をなす洪水堆積物と推定される。なお、本層下面の形状は下に凸な構造をな

しており、この凹地を覆って層準 Dが堆積している。この状況は上記した層準 Aの畝間を埋める堆
積層の累重状況に類似する。

層準 E:暗灰～灰色を呈するシルト混じりの細粒砂からなり粘土からなる。塊状をなす。生物擾乱
の影響が及んでいる。

層準 Fiシルト質砂からなり、中央部には中粒～粗粒砂からなる間隙が確認される。同様の間隙は
下位層準

の Gで も確認される。生物擾乱の影響が確認され、上位層準より連続する植物根痕とみられる粗孔
隙などの影響とみられる。

層準 G:極細粒砂から中粒砂からなる。下部に中粒～粗粒砂からなる間隙が確認される。上位層準
より連続する植物根痕とみられる粗孔隙が認められる。間隙により数 cmの亜角～角状のブロックに
区分される。

層準 H:畝間を構成する堆積物の最上部に相当する。粒径はシルト・粘土からなり、上方細粒化す
る。見かけ上は塊状をなす。生物擾乱の影響が及んでおり、微細な植物根痕が密度高く分布する。

一-48-―



畝間部分

図31 1地点の畝・畝間跡の軟 X線写真と堆積・土壌構造 トレース図
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図32 1号住居跡の軟X線写真と土壌構造トレース図

層準 I:畝間を構成する堆積物上部に相当する。灰～暗灰を呈する粗粒砂からシルト・粘土からな
る。上方細粒化する。見かけ上は塊状を示す。土壌構造が発達し、下部は亜角から亜円状のプロック

土ないし集合体が認められる。上部は5mm以下の集合体がほぼ均質に分布する。集合体の形状は円
～亜円状で、泥と砂からなる。炭化物片が上部で多く確認される。

層準 J:畝間部分の層準 I直下の堆積物に相当する。細粒砂から砂質シル トからなり、葉理構造が
確認される。生物擾乱の影響が及んでおり、上位層準より連続する植物根痕とみられる粗子L隙などの

影響とみられる。また、本層準で確認される葉理構造は凹凸が著しく、部分的に変形しているように
みられる。このような変形構造は、地震動による変形構造にみられる水抜け時に生じる流動変形にも
類似する。

2)1号住居跡
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軟 X線写真観察の結果、竪穴住居跡埋土は層準 A～Eま での層準 (layer)に 区分された (図 32)。
以下に、各層準の特徴を述べる。

層準 A(層厚40～ 50mm程度):本層準は、黒褐色を呈する腐植に富む極細粒質シル トからなる。
堆積構造は塊状をなす。土壌構造が上部で発達し、上部にかけて間隙密度が高くなり、下部では間隙

の発達が悪い。確認される間隙は、その壁面が平行する (あ るいは両狽Iの壁面が接合する)も のやチャ

ンバー状のものが大部分である。これらの間隙に境された長径 lcm前後の亜角～角塊状の偽礫ない
し集合体が認められる。上部では集合体の大きさが小さくなり、試料最上部で長径 5mm前後の亜角
～球状の集合体 (ペ ッド)が確認される。集合体間の間隙密度が高くなる。
層準 B(層厚50～ 60mm程度):本層準は灰色を呈するシルト質中粒砂～シル トからなる。長軸30
～10mm前後の亜角～角状を呈した偽礫が多数確認される。各偽礫の構成粒子は、細粒砂質シルトか
らなるもの、シルト質中粒砂からなるもの、と異なる。写真中央やや左側で確認される上位からのび

る幅 6mm前後の間隙は草本植物の根痕に由来する粗孔隙の可能性がある。
層準 C(層厚60mm程度):灰色から暗褐色を呈する中粒砂～シルトの偽礫からなる。偽礫の形状
は亜角状から亜円状を呈し、大きさは層準 Bと 比較すると相対的に小さく、長軸サイズで15～ 5mm
程度である。全体的に大きさのバラツキが大きく、不規則に分布する。また、偽礫は、さらに小さな

集合体が確認されるものもある。間隙の発達は顕著ではない。植物遺体が多く混じる。

層準 D(層厚 5mm程度)i黒褐色を呈するシルト～細粒砂からなる。堆積構造は不明瞭かつ不連
続な葉理構造が確認される。この葉理構造は下に凸の形状を有している。土壌構造は、 2～ 3mm程
度の水平方向に扁平な形態を有する細粒な偽礫からなる。

層準 E(最下部):上位の層準 Dと の層界は明瞭であり、層界はほぼ平坦である (拡大 G)。 灰色
を呈したシルト混じりの細粒～中粒砂からなる。堆積構造は塊状をなす。土壌構造は、これらの粒子

サイズからなる5mm程度の水平方向に扁平な亜角塊状の偽礫が密に認められる。偽礫間の間隙は比
較的明瞭である。

4.考察
(1)黒色堆積層 (黒色土層)堆積以前の古環境
1)堆積環境
東壁 (2地点)及び南壁 (3地点)における調査区最下部の堆積層10層 を対象とした珪藻分析の結
果、両堆積層とも中～下流性1可川指標種群を含む流水性種や塩分や塩類の豊富な水域に生育する淡水

～汽水生種や好汚濁性種、これらの種類とは生育環境を異にする陸生珪藻を伴う特徴が認められた

が、池沼や池等の止水域に生育するものは殆んど産出しなかった。このことから、これらの堆積層は

河川の影響を受けながら形成された可能性があり、特に低地側の河道内に相当する地点 (南壁 3地点

試料呑号 7)では、流水の影響が強かったことが推定される。また、共に産出した陸生珪藻は氾濫後
の乾燥した環境時に生育した、或は、氾濫時に集水域において削剥された土層中に生育した珪藻化石

の再堆積の可能性がある。

2)古植生
周辺植生を反映する木本類について着目すると、花粉分析結果ではツガ属、モミ属、マツ属、スギ

属、カバノキ属、ハンノキ属などが多く検出された。また、微細物分析結果では、モミ属、 トウヒ属
バラモミ節、ツガ、ヒノキの葉・枝条が検出されたが、針葉樹の葉は分解され難いことから河川等に

よって長距離運搬された可能性がある。なお、近接する上窪遺跡では、10世紀以前の堆積物とされる

植物遺体層より、モミ属、 トウヒ属バラモミ節、ツガ、スギ属、ヒノキに由来する花粉・葉 。種実・
材等が検出されていることから、本地域の後背山地・丘陵部や、本遺跡や上窪遺跡等の周辺を流れる

河川の集水域等にこれらの温帯性針葉樹が存在していたことが推定される。

この他に、カバノキ属、ハンノキ属等が認められた。これらは、サワグルミ属、クルミ属、クマシ

デ属一アサダ属、ニレ属―ケヤキ属等とともに、河畔や低地に林分を形成する種を含む分類群であ

る。したがって、後背丘陵の沢沿いや河川沿いの1可畔、本遺跡周囲の低地等にこれらが生育していた
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分布していた可能性がある。

遺跡周辺の植生を反映する草本類に着目すると、花粉ではイネ科、カヤツリグサ科、アカザ科、ヨモ

ギ属等が検出され、植物珪酸体ではタケ亜科やヨシ属、コブナグサ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科
等のイネ科植物が検出された。また、種実遺体ではイネ科、ホタルイ属、カヤツリグサ科、アカザ科、

ナデシコ科、キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属、 トウバナ属が検出された。これらの
草本類は、いずれも人里近くに開けた草地を形成する人里植物に属する種類を多く含むことから、こ

れらが遺跡周辺に生育していたと考えられる。

上窪遺跡 2次調査地点の黒色堆積層直下層においても同様な分類群の生育していたことが推定されて
おり、今回対象とした堆積層や植物遺体層は、本遺跡や上窪遺跡で認められた黒色土層よりも下位に

相当することから、黒色土層形成以前にも同様な植生が存在したと推定される。

なお、畝間跡 (北壁 1地点試料番号 4)か らはクワ科花粉が多量に検出され、自然木と考えられる
木片の中にもクヮ属 (1点)が確認された。クヮ科は、草本類のアサを含むが、北壁 1地点 (試料番
号 5)や各住居跡内の炭化物や灰からは種子が 1点検出されたのみであり、クワ属の自然木が検出さ
れたことや花粉化石の産状を考慮すると、本試料から検出されたクヮ科は木本類の可能性があり、遺

跡内或は比較的近傍に生育していたとことが推測される。

南壁 3地点の流路底植物遺体層 (試料呑号 7)ではイネ属の植物珪酸体が検出され、また、IV面
より下位の 4号住居跡内の灰層からもイネの頴が検出された。このことから、畝跡の構築以前にも本
遺跡周辺では稲作が行われていた可能性がある。

(2)畝跡における堆積構造及び栽培植物の検証

1)堆積構造
畝及び畝間跡の推積層の層相観察結果及び上述した軟 X線写真観察結果に基づき、畝・畝間跡を
構成する堆積物の累重状況について考察を行う。

畝跡を構成する堆積物 (9層 )は、上述したように大局的には上方細粒化の傾向を示し、土壌の発
達する時期を挟在する氾濫堆積物が累重する不安定な堆積環境から比較的安定した堆積環境へ変化す
る時期に形成されたことが推定された。また、畝跡を構成する堆積物の堆積 。土壌構造は、下位より
亜角でブロック状 。板状の形をなす粒径10mm以下の淘汰の悪い粗粒砂からシルトからなるブロック
土からなる層準、亜角よりさらに角の取れた偽礫ないし集合体からなる層準、 5mm以 下の泥と砂か
らなる円～亜円状の集合体 (粒団)がほぼ均質に分布する層準と層位的に細粒化の傾向を示し、中・
上部には炭化物片が多く確認された。これらの層相変化は、松田 (1996,2004)が指摘する畑地堆積
物の堆積構造に類似するものであり、下部が耕起時に形成された構造、上部が耕作地の表層をなし、

頻繁に反転、攪拌される堆積物に相当すると推定される。なお、畝間を構成する堆積物最上部は泥質

堆積物からなり、 1～ 2mm前後の細粒な粒状の集合体と植物根痕跡が確認された。これは畝間が冠
水し、一時放置された状況を示している可能性がある。なお、畝跡は、上方粗粒化する逆級化成層に

より覆われていることから、調査区の耕作地は、基準面上昇に伴う氾濫堆積物の累重により埋没 した
ことが推定される。

一方、上記の畝・畝間跡堆積物下位には初生の堆積構造を残す逆級化成層が確認された。この逆級

化成層の下面の形状は下に凸な形態を為し、この凹地を覆って層準 Dが堆積している。この状況は
9層上面で確認された畝間跡の埋没状況に類似し、また、この逆級化成層直下の堆積物は著しく擾乱
される状況が観察された。上記した畝 。畝間跡に頬似する構造が確認されていることを合わせ考える
と、下に凸な構造も畝間跡を反映していることが推定される。

2)栽培植物
微高地上に相当する北壁 1地点の畝跡堆積層上部 (試料番号 1)や、低地に当たる南壁 3地点の IV
面で検出された畝跡堆積層上部 (試料番号 1。 3)、 畝跡堆積層相当層 (試料呑号 6)では栽培植物
のイネ属に由来する植物珪酸体が検出された。微細物分析においても北壁 1地点のⅣ 面に相当する
畝跡量上部 (試料呑号 5)か らイネの穎が検出された。このことから、これらの土層にイネ属の植物
体 (籾殻や葉部)が混入したことが示唆される。したがって、畝の使用時における稲籾殻や稲藁を畑
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の敷藁や堆肥としての利用の可能性が考えられるが、植物珪酸体や種実遺体の産状から栽培、或は、

敷藁、堆肥としての利用であるか判断することは困難である。

また、北壁 1地点の畝間跡から栽培種であるソバ属の花粉が検出された。このことから、当該期に

おける周辺でのソバ栽培も指摘される。この他の栽培の可能性がある種では、 1号住居跡のカマ ド内
灰層からはアサの種子が検出された。また、上述した自然木に認められたクワ属には、ヤマグワの他

に栽培種のマグワも含まれることから、近傍でアサまたはマグワが栽培されていた可能性もある。た

だし、現段階ではクワ属は種類の同定に至っておらず、アサも雑草として群落を形成する場合もある

ため、この点については、さらに資料の蓄積を行い慎重に検討する必要がある。

(3)植物利用

1)栽培植物
1号住居跡のカマ ド内の灰層からは、栽培植物のイネの胚乳 7個、穎767個、アワーヒエ 4個、ム

ギ類 3個、アサ 1個、 2号住居跡のカマ ド炭化物からはイネの胚乳 7個、穎392個、ナス科 1個、 3
号住居跡のカマ ド灰層 (中央)か らは、イネの胚乳 5個、穎174個、アワーヒエ 3個、エゴマ15個、IV

面の下位から検出された 4号住居跡の灰層からはイネの穎12個が検出された。なお、各住居跡カマ ド

や炭化物層、灰層からはイネ属の穎珪酸体も検出され、葉部に形成される珪化組織片も認められたこ

とから、イネの胚乳とともに、葉部も混在していたことが示唆される。また、イネやアワーヒエ、ム

ギ類は炭イとしているものも認められることから、カマ ド内で利用された際に被熱したことや、ヨン属

やススキ属等のイネ科草本類とともにイネの頴等が燃料材として利用されたことが推測される。

ところで、山梨県内では弥生時代～中世の住居跡から検出された炭化種実遺体の調査が行われてお

り、本遺跡が所在する甲府盆地内では11遺跡における炭化種実遺体の調査事例が集成されている。こ

の調査によれば、 8世紀前半まではイネが大部分を占めるが、以降はムギ (オオムギ・コムギ・ムギ

類)の比率が高くなり、12世紀以降はイネに対してムギが優位となることや、一ノ宮町内の 9遺跡の
検討から10世紀第二四半期頃からムギを中心とする雑穀類 (ア ワ 。キビ等)が増加する傾向が指摘さ
れている (櫛原,1999)。 本遺跡では、カマド内の炭化物や灰、住居跡内の灰層におけるイネの胚乳

や頴、ムギ、アヮーヒエの産状を考慮すると、雑穀等が含まれるがイネの利用が優位であったことが

示唆される。

2)木製品
住居跡より出土した木製品は、器種不明の 1点はクリであり、織機の部材はいずれも針葉樹のサワ

ラであった。これらの木材の材質は、クリは比較的重硬で強度があり耐朽性が高いといった特徴を有

し、サワラは木理が通直で割裂性が高く、加工は容易で耐水性が高いといった特徴を有する。前者は

用途不明であることから木材利用の傾向は言及することはできないが、織機の部材の形状はいずれも

板状を呈することから、加工が容易であるといった材質が考慮されている可能性がある。なお、山梨

県内では、織機の部材を対象とした調査事例は知られていないが、日本国内では織機の部材にはス

ギ、モミ、ヒノキ、アスナロなど針葉樹材が多く利用される傾向がある (島地 。伊東,1988)。

また、杭列を構成する杭材 (17を点)か らは計 6種類の樹種が認められ、ヤナギ属 (6J点)が最も多
く、次いでクリ (4点 )、 コナラ節 (3点 )、 カエデ属 (2点 )、 エノキ属・アワブキ属 (各 1点)と
いった構成を示した。いずれの樹種も沖積地や自然堤防等に生育する一般的な種類である。このう

ち、クリをはじめとしてコナラ節、カエデ属、エノキ属は比較的重硬であるといった材質的特徴を有

するが、ヤナギ属やアワブキ属は、強度や保存性が低い。したがって、抗材は、強度・耐朽性が高い

種類と強度 。保存性の低い種類の木材が混在して利用されていたと考えられ、本分析結果を見る限り

材質等による選択的利用は窺えないことから、遺跡周辺に生育し、容易に入手できる木材を利用 した

ことが推測される。

④住居跡の埋積過程

1号住居跡調査時の上層観察所見及び試料の観察結果、上記した堆積・土壌構造の観察結果に基づ

き、本遺構埋上における堆積・土壌構造 (層準 A～E)について、下位層準より形成過程に関する考
察を行う。
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最下部の層準 Eは、青灰色から褐灰色を呈するシル ト混じりの細粒から中粒砂からなる。試料の
観察所見及び軟 X線写真撮影観察から、本層準は住居跡が構築されているベースの地積物であると
判断される。本層準は後述するように畝 。畝間跡を覆う氾濫堆積物であり、この氾濫堆積物の上部付

近で生物擾乱の痕跡が確認されている。このことから、層準 Eで確認された擾乱の痕跡は住居構築
以前の生物擾乱の痕跡である可能性がある。なお、層準 E上部で確認された水平方向に扁平な集合
体の構造は、 1号住居跡の構築時に形成された加工痕の可能性がある。
層準 Dは炭化物や植物遺体に富むシル トを主然とする堆積物からなる。水平方向の不明瞭でかつ

不連続な葉理構造が確認される。この葉理構造は下に凸の形状を有している特徴を示した。このよう

な構造がどのような過程で形成されるかは現時点で説明できないが、本層準は住居機能期に形成され

た床面の堆積物である可能性がある。

層準 C・ Bは、様々な粒径から構成される偽礫からなり、大部分は亜角状を呈する形状のものであっ
た。このような構造は、自然の影力での形成は考え難 く、人為的に埋め戻された堆積物 と判断され

る。ただし、層準 Cについては不明瞭ながら葉理状の構造が確認され、層準 Bに比較して集合体な
いし偽礫のサイズが小さく間隙も大きいなど、層準 Bと は形成過程が異なる可能性もある。調査時
に住居跡縁辺部では埋上が竪穴壁面上部より斜めに堆積している状況が確認されていることから、層

準 C堆積物は、崩積性あるいは重力性の堆積物である可能性もあり、この場合、住居廃絶後に放置
された期間が存在したことが推測される。

層準 Aは、淘汰の悪い粗粒砂 。細礫が混じる細粒砂～シルトからなり、上方細粒化の傾向を示し
た。土壌構造も層位的に変化し、集合体の形状は下部で亜角状、上部で球状に漸移的に変化していく

傾向が認められた。このような土壌構造の層位変化は、乾湿の繰り返しによる堆積物の膨張・収縮に

より生じる構造に類似し (Gregory,2001)、 最上部では集合体の発達が顕著であった。このような

構造は土壊 A層の構造に類似するものである。このことから、本層準形成期には土壌の発達が行わ
れる安定した堆積環境へと変化し、草本植生等に覆われていた可能性がある。

以上、 1号住居跡埋土の土壌および堆積構造から、遺構構築面や人為的な埋戻しの痕跡が示唆され
た。ただし、層準 Cは、自然に堆積した可能性があり、遺構廃絶後に放置された期間が存在したこ
とも推測される。この点については住居跡縁辺における埋上の累重状況も合せて検証する必要があ

る。また、人為的に埋戻しされた後、その堆積物を母材として土壌が形成されている可能性もあるこ

とから、遺構外の基本層序の累重状況と合わせ評価することも重要である。
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第 6章 地震痕跡調査

近年、玉穂町では主に液状化を原因とした地震痕跡が良好な状態で検出され、専門的調査が実施さ
れている。上窪遺跡 2次調査報告書 (玉穂町埋蔵文化財調査報告書第 2集 2005)で は東京都立立川
高校渡辺拓美氏に発掘調査現場で検出された地震痕跡について考察を執筆いただいた。また、報告書
には未掲載だが山梨大学工学部後藤聡氏にも液状化の室内実験等により貴重なデータを提供していた
だいている。

遺跡で発見される地震痕跡は近年珍しいものではなくなっているが、事実記載以外に専門的所見を
提供できる報告書は少ないと思われる。今回も渡辺・後藤両氏にご協力をいただき本報告では渡辺拓
美氏の考察を掲載する。

平 田宮遺跡の噴砂の状況

東京都立立川高校 渡辺拓美

水田ではなく、畑の遺跡が見つかったこと自体に驚かされる。このような湿った泥質の土地を畑と
したのは単純に畑が必要だったからなのか、それとも水田にできなかったからなのか判断できない。
いずれにしても畑として利用するからには水没するような状態ではなかったはずで、地表にあった泥
質の土壌はある程度、乾燥してやや固化していたと思われる。このことが噴砂の出口となる地割れの
できかたに影響を与えたかはわからないが、これまでにこの地域の発掘調査で観察されたものとはか
なり異なっている。噴砂の出口になった地割れは平面では細長いレンズ状、それらが連結して折れ線
状や樹枝状になったもの、あるいは雁行状に配列したもの、曲線を描いたもの、などさまざまな形を
示すが、基本的には脈状であった。それに対してこの遺跡のものは平行した 2つの砂脈に挟まれた範
囲が著しく破壊されており、全体としては幅 5メ ートルあまり「溝」となっている (第 19図 )。 そし
てその溝は遺跡に現れた畑の畝を斜めに切るような方向に伸びており、溝の内部は複雑に泥と砂の部
分が入り混じっている。この部分の平面および断面を詳しく観察しようとしたが、排水用の側溝を掘
リポンプで排水しているにもかかわらずたちまち地下水が滲み出して砂がどろどろに溶け出してしま
い、正確な観察はできなかった。またこの砂がどの層位から上がってきたかも側溝に現れた壁面内で
は確認できなかった。しかし側溝の床面には地下水が激しく自噴している部分があり、その位置が先
述の小さな地溝の延長にあたることから、小さな地溝に滲み出している地下水は側溝の床面よりさら
に深いところから噴出していると考えられる。さらに砂の淘汰が良く、水を含むとすぐにどろどろに
崩れてしまうほどルーズであること、そして何より畝と畝との間の低いところを埋めるように噴出し
ている状態が断面で観察されること (第 20図 )から、この砂はこの畑が地表面となっていた時期に噴
出した噴砂の砂である。地下水はその噴砂脈を伝わって地表に噴出しているのであろう。以上のこと
から、この溝そのものが全体として一つの、 5メ ートルを超える幅をもった噴砂脈ではないかと見て
いる。こ溝内では表土を形成していた泥層が破片状に破壊され、その破片の隙間から噴砂が噴出する
ような状態だったしたと思われる。そしてこの溝の下にはある程度のボリュームをもった液状化層が
存在しているはずである。ここでこの溝状の噴砂脈がどのように形成されたか考祭してみたい。溝の
伸びの方向がほとんど南北方向に近い北北東―南南西方向で、地下水がこの方向に流れていると十分
考えられることから、おそらく地下の液状化した砂層は側方流動をおこして南側に流れ出たのではな
いだろうか。図の西側にはこの溝と高角で交わる方向に噴砂脈が伸びている様子が描かれているが、
南北方向に割れ目が大きく開口していることも南側に流動したことが原因だと思われる。下位の液状
化した砂層が側方流動を起こし、その流出した分だけ急激に砂層の体積を減少させ,上に乗っていた
泥質の当時の表土は下の支えを失って溝状に陥没し、溝の中の表上を破片状に破壊した。溝状の構造
は側方流動を起こした砂層の分布を反映しているのかも知れない。噴砂は破片状に破壊された表土の
割れ目から噴出し、当時の畑を覆ったことだろう。
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第 7章 まとめ

[水田跡] 水田跡については、これまで上窪遺跡において 2次にわたる本調査が実施され、上窪

遺跡を中心に広範囲に畦畔が分布していることが明らかとなっている (第33図 )。

上窪遺跡 1次調査では計12枚の水田が検出され、畦畔の南北軸はほぼ方位に等しく、水田面の標高

は250。 6m～ 250。 4mで北から南へゆっくり傾斜していた。 2次調査では討13枚の水田が検出され、標

高は250.8m～250.4mで北から南へ傾斜をもっており、畦畔は南北軸を20° ～25° 東へ傾け 1次調査と

は大きく異なるものであった。

そして本報告の水田跡は畦畔南北軸を東へ 5°傾けたものと、西へ 5°傾けたものの 2種が検出され

ているが、上窪遺跡 1次調査検出例に近い傾きであつた。標高については250.87m～ 250.73mで、わ

ずかではあるが南へ下っている。

以上の水田跡は東は今川、西は山王川に挟まれた東西幅約400m、 南北幅は確認できている範囲で

山梨大学医学部東から下河東集落北までの約500mに広がっている。下1可東集落内ではこれまで埋蔵

文化財調査が実施されたことはなく地下の状況は不明だが、明治26年の地籍図ではこの地域に方形区

画の地割りが残っていることが確認でき、上窪遺跡 2次調査で中世中頃までこの地割り意識が遡るこ

とを指摘したように、この両河川に挟まれた範囲は遺構の残りが非常によい。おそらくこの20万だに

水田跡が広がっている可能性は高いだろう。

平田宮第 2遺跡の畦畔のあり方を見ると南北方向の畦畔が直線的にのび、その間を東西方向の畦畔

が区切つて水田を造り出している。この南北方向畦畔主体の水田構成は上窪遺跡 2次調査区の西端か

第33図 平田宮第 2遺跡・上窪遺跡水田配置図 (S=1/2,000)

上窪遺跡 1次 :

………111十二
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ら始まっており、その始まりには幅約100cmの 大畦畔が位置する。この大畦畔は東へ20° 傾いており、

これに平行して配された南北畦畔が徐々に傾きを減じつつ平田宮第 2遺跡 (東へ 5° )に至ると思わ

れる。

この大畦畔の東側では直線的にのびる畦畔は東西方向のものへ代わり、その間を東へ25° 傾く南北

方向の畦畔で区切るようになる。 1次調査区に至っては大畦畔は東西方向で、直線的にのびる畦畔は

1本 しか確認していないがおそらく方位方向となる。

確認できるのは限られた範囲ではあるが、そこからは異なった畦畔配置が見えてきた。平田宮第 2

遺跡と上窪遺跡 2次調査地点では平行する直線的な畦畔の間を直交する短い畦畔で区切って 1枚の水

田とする傾向にあり、上窪遺跡 1次調査地点では、長方形・正方形の水田を組み合わせたような部分

もある。そしてそれら畦畔は大畦畔に対し平行・直交する傾向が強い。

畦畔南北軸が統一されないのは地形からの制約によるものと思われるが、検出された水田面は高低

差が最大でも50cm未満でありどれほど耕作に影響を与えているかはわからない。平田宮第 2遺跡西に

は旧河道が南北に通っていたことが予想され、実際調査区西端では北北西から南南東へ砂礫層が水田

面を削りつつ堆積している状況が残されている。これはおそらく15世紀以降に流れた河川からもたら

されたものと思われるが、古代末においても同様な地域に流路が存在していたことは地形的にも考え

られることで、この河川に制約されて水田が設けられていた可能性は高いといえるだろう。

[住居跡] 平田宮第 2遺跡では 4軒の住居跡が調査された。 4軒の内 2軒が同時に、他の 2軒は
時間差をもってつくられたが、何れの住居跡も10世紀前半の遺物を出上しており、短い時間の中で集

落の変遷があったことがわかる。

各住居跡は土師器の他に木製品を出上している。住居内からの木質遺物の出土は、焼失住居におけ

る炭化材としての場合がほとんどだが、平田宮第 2遺跡住居跡からは生の状態で出土した。出土木製

品には一部が被熱したものや大部分が被熱した棒状のものがあり、その状態から斎串の可能性が高い

と考える。しかし、斎串の出土はその祭祀関連遺物という性格上、滞跡や井戸跡、自然流路、水田跡

が圧倒的に多く、住居内出上の事例はほとんど報告されていない。山梨県内で斎串を出土した遺跡は

塩部遺跡 (甲府市)、 大師東丹保遺跡、二本柳遺跡 (南アルプス市)、 地耕免遺跡 (笛吹市)等を上げ
ることができ、塩部遺跡からは奈良 。平安時代の旧1可道を利用したNUMAや 、旧河道 KAWA等 か
ら36点の斎串が、大師東丹保遺跡では鎌倉期の水田面、二本柳遺跡からは14～16世紀と10～13世紀の

水田面から多量に、地耕免遺跡の滞跡からも多量の斎串が出土している (第34図 )。

平田宮第 2遺跡住居跡出土の端部を被熱した棒状の木製品を斎串とするならば珍しい事例を加える

ことになる。だたし、斎串に限らず木製造物の出土している遺構をあげてみると、溝、川、土坑・掘

建柱堀方・ピット、井戸、水田、泥炭層・特殊遺構等、豊富な水分という条件が満たされる遺構に集

中しており、住居跡から木製遺物が出土した例というのは身洗沢遺跡 (笛吹市)の 1号 。2号住居跡

(弥生時代後期)の柱材が見られるくらいである。平田宮第 2遺跡出土斎串が珍しい事例なのか、通

常あるべき姿が低地という立地により残されただけなのか、同様な条件の事例が報告されることが待

たれる。

斎串については黒崎直氏の「斎串考」 (日 本考古学論集 3 1986)に 詳しく、形態を細長い薄板の

両側辺に加えられた切り掛けを手がかりに6種類に分類されている。今回の 1号住居跡、また他の遺

構から出土した棒状の木製品はこの分類の斎串F(丸棒あるいは角棒の稜に切り掛けをほどこした立

体感のある斎串)に近い特徴をもつが、ほとんど加工痕がなく端部を被熱しており、黒崎氏の分類に

は収まらない類といえる。地耕面遺跡発掘調査報告書の中で小野正文氏は、地耕面遺跡出土斎串のほ

とんどが頂部を全く圭頭状には削っていないことから、斎串とは異なるものかもしれないとしつつも

再分類を行なった。県内出土斎事も小野氏の分類基準に当てはまるように思えるが、平田宮第 2遺跡

については出上位置不明の斎串 (25図 8)が C類に含まれるくらいで他のものについては分類が難
しい。 1号住居跡出±16～21な どは二本柳遺跡 3区上層水田で斎串状木製品として報告されているも

のや 3区下層水田出土の板状木製品によく似ており、斎串状という名称が表している通り斎串なのか
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そうでない木製品なのか微妙なところのタイプといえる。

溝跡や井戸跡では斎串が地面に差された状態で出土し、祭祀行為の様子を伝えてくれる場合がある

が住居内出上の斎串と思われる木製品にそのような出土例はなかった。ただ、平田宮第 2遺跡 2次調

査 (平成18年度報告予定)では炭化物と土器の集中する地点の周辺に棒状の木製品が地面に差さった

状態で出土しており、祭祀の場は屋外にあった可能性が高い。屋内外で同じような斎串が異なった状

態で出土したことは、斎串祭祀形態の復元に今後大きな役割を果たすと思われる。事例の増加を待ち

たい。

[畑跡] 畑跡は洪水砂に覆われていたため県内では珍しく良好な状態で畝を検出することができ
た。畝からは植物珪酸体分析によリイネ属に由来する植物珪酸体が、微細物分析によリイネの穎が検

出され、稲籾殻や稲藁を畑の敷藁や堆肥として利用した可能性が指摘されている。

山梨県内で調査された畑跡は『日本考古学協会2000年度鹿児島大会資料集』第 1集によると、 7遺

跡が集成され、その内、古代にまで遡る例は3遺跡であった。百々遺跡 (南アルプス市)は幅45m×

全長840mの調査区の広い範囲にわたり畝状遺構が検出され、時期は古墳時代から平安時代前期で

あった。畝状遺構は上面をカットされた滞状であった。野牛島・大塚遺跡 (南アルプス市)か らは溝
状遺構が格子目状に検出され、時期は中世～平安時代であった。イネ属がわずかに検出されているが

畝はやはり上面をカットされたような状態であった。榎原・天神遺跡 (南アルプス市)は古墳～平安

時代の遺跡であり、畝群が検出されている。イネ属がわずかに検出された。
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平田宮第2遺跡 上窪遺跡2次調査 上窪遺跡 1次調査

覇馴硼m

畑跡 (10C前半 )

第35図 平田宮第 2遺跡・上窪遺跡基本土層対比図 (S=1/100)

畑跡は調査事例自体少なく、検出状況も上面をカットされた状態が多い。平田宮第 2遺跡のように

完全に当時のままカマボコ状に畝が残されていることは貴重な事例といえる。

また、畑の端も調査区南西で確認することができた。杭列が60～ 70cm間 隔で N-50° ―W方向の旧
流路と思われる落ち込みに平行して打たれていた。杭列中には一定の間隔で自然木が植えられており

検出時には根を周辺に張っていた。この自然木はクワ属ヤマグワまたはマグワという樹種同定の結果

がでていることと同時に畝問からはクワ科花粉が多量に検出されていることから遺跡内あるいは比較

的近傍でクワ属が栽培あるいは生育していた可能性が推測されている。

この杭列は本調査区の北西に位置する平田宮第 2遺跡 2次調査地点でも確認されており、やはり自

然木も同じように検出されている。杭列に同じような間隔でクワ属 (すべてがクワ属とは確認してい

ない)の 自然木が植えられていたことは非常に興味深い。桑は「洪水の憂いなく、水涸れて後、土砂

泥土を敷、却て桑の尿に最上なるゆえ」「惣じて川筋に添いたる土地、」「却って蚕業の勝地となり」

と江戸中期に刊行された農家経営的観点から記された『蚕飼絹師大成』でも指摘されているように、

古くから荒廃地でこそ繁盛する生業であった。本遺跡の立地はまさに桑の栽培の適地といえるが、畝

で栽培されたものが桑という可能性は自然科学分析の結果からは断定できない。時期が異なるものの

織機が出上していることは興味深いところである。

平田宮第 2遺跡で検出された畑跡は平安時代後半から鎌倉時代の水田跡下、黒色腐植層のさらに砂

層を挟んで堆積する暗灰褐色砂質シルトの面につくられていた。この水田層から黒色腐植層前後の土

層堆積】大況は上窪遺跡 1次調査地点から2次調査地点、平田宮第 2遺跡調査地点、その外医大南部土

地区画整理事業に伴って実施された試掘調査でも同様な状態が確認できている。

そのような中、上窪遺跡 1・ 2次調査では黒色腐植層下、平田宮第 2遺跡の畑跡に相当する層で水

田跡が検出されている。いずれも面的調査は実施されていないが、 トレンチによる下層調査時に壁面
で畦畔が確認され、 2次調査時の花粉分析ではイネ科の花粉が多量に検出されている。この 2地点と

平田宮第 2遺跡は層序こそ同様であるが、畑跡・水田跡相当層の標高が異なることがわかっている

(第35図 )。

10世紀前半には上窪遺跡一帯は水田が営まれた標高249.2m前後の低地が広がり、上窪遺跡の西に

位置する平田宮第 2遺跡は標高が250。 2m前後の微高地となって畑が営まれていたようである。そし

て杭列で画された畑のさらに西に流路が存在していたのであれば、平田宮第 2遺跡が展開する微高地

は西を流れる河川の自然堤防であり、その後ろの後背湿地に水田が造営されていたという当時の環境

を復元できる。このわずかな高まりの範囲に畑と前後して集落も形成されていたことが確認されてお

り、おそらく畑の耕作者の集落も近辺にあったことは確実といえよう。

水田跡
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マネキ  「マネキウケ」

ナカヅツウケ」

ナカヅツ

マキ棒 (布巻具 )

チキリ
(経巻具 ) ヒキ足

足カケ

オヤバシラ
(機台 )

第36図  地機とその部品名
(新潟県佐渡市相川郷土博物館展示解説カード42-2よ り作製)

[織機] 平田宮第 2遺跡からは織機 3点が出土した。ナカヅツウケ 1点、マネキウケ 2点の計 3
点であり、いずれも完形品で状態は良好である。

今回出土した織機には未だ決まった名称はない。ナカブツウケとしたものは「中筒」を受ける 。支

持するという用途からナカプツウケと仮称したが、中筒は「臥機」「イヌビキ」「マクラ」「ツツ」と

呼ぶ地域もある (角 山幸洋 1980)。 マネキウケは「招木」を受ける用途からマネキウケと仮称した

(竹内昌子 1989)。 出土部位はそれぞれ第36図 の網掛け部分である。

ナカプツウケ・マネキウケは第36図のとおり機台前方に垂直に立てられた。第36図の地機は新潟県

佐渡市相川郷土博物館に所蔵されているものだが、ナカヅツウケが機台から36cm、 マネキウケが機台

から60cmの長さをもつ昭和半ばまで使用されていたものである。若千時代が遡り、第37図 ―(1)は 1850

～55年頃の奄美大島で使用されていた織機である (『南島雑話』)。 ナカブツの描き方など不自然な点

もあるが全体的な構造は相川郷土博物館例と同様である。第37図 ―(2)は 中世の機織 り風景が伝えられ

ているが構造は近世のものとほとんど変わらない (『七十一番歌合 群書類従』)。 第37図 ―(3)は沖ノ
島祭祀遺物金銅製雛形織機である。伝世品で 4号祭祀遺跡 (御金蔵)か らの出土ともいわれるが現状

(1)『南島雑話』

―近世 (1850年頃)一
(2)層七十一番歌合』

―中世 (15世紀)一

第37図 各時代における地機

(働  『沖ノ島祭祀遺物雛形織機』
―古代 (平安時代)一
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では不明な部分が多い。製作時期について『沖ノ島』 (宗像神

社復興規成会 1958)で は、「平安初頭の出現を物語る」と報
告しているが、角山幸洋氏はその年代観について「伴出の発掘

品の年代や『皇大神宮儀式帳』から単に平安時代を下らないと

するが、織機それ自体に制作の根拠を求め得ないのであろう

か」と疑問を呈 している。機台の長さが48cm、 前足の高さが

12.8cm、 台外幅16.7cmの分解組立が可能な金銅製品である。

平田宮第 2遺跡出土ナカプツウケ・マネキウケを上述の織機
と比較するとよく似ており、地機の部品であることは疑いない

が、細部においては異なる箇所もあり、出土年代のはっきりし

ている平田宮第 2遺跡例が果たす役割は大きいと思われる。

まず、その規格であるが、ナカヅツウケが全長50cm、 マネキ

ウケが44cmと 45側である。機台上に出る長さはナカヅツウケが

35。 4cm、 マネキウケが37.4cm、 37.5cmと なり、ナカブツウケに

関しては相川郷土博物館例とほぼ同じである。しかし、マネキ

ウケは相川郷土博物館例が60cmな のに対し、平田宮第 2遺跡例
は約37cmと 大きく異なる。第36図の何れもマネキウケがナカプツウケより長いが、平田宮第 2遺跡例
をこの数値のまま復元するとナカブツウケとマネキウケがほぼ同じ高さの地機ということになる。

平田宮第 2遺跡出土織機の細部を観察すると、ナカヅツウケは面取りが丁寧になされ、先端も丸く
加工されている。機台に収まる基部 (ホ ゾ)は長く、小さな段がつく部分を機台の厚さ (3,7cm～ 4.3
cm)と 仮定すると約1lcm程機台からはみ出すことになる。マネキウケについても面取りは丁寧に行わ
れ、基部は機台の推定厚から約 2 cmはみ出す。マネキウケはその断面が扇形にちかく、切 り出した円

筒形の木材を等分割し、大まかな整形の後、細かな調整がなされたと思われる。
マネキウケの内 1点はホゾ穴が貫通していない未製品で、もう 1点はホブ材が残されたままで使用
済みの製品ということが推測される。未使用品と使用済み品というわけだがどちらもほぼ同じ大きさ

であり、少なくとも2台の織機が同じ規格で造られていた可能性が高い。そしてこの規格の使用済み
マネキウケとナカヅツウケがセットとなる可能性もつくりと出土状況から考えられるだろう。そうし

た場合、これまで沖ノ島祭祀遺物雛形織機をもとに復元されることの多かった古代織機とは異なる形

が新たに復元できる (第 38図 )。

第38図全体の雰囲気は絵図で残されている地機とよく似ているが、部品個々を比べると異なったつ

くりとなっている。細かい部分の面取りや形態は表現が難しく描かれていないのか、あるいは時代差

によるものなのか、不自然な描かれ方の少なくない絵図に細部までの正確性を求めることは難しいの

かもしれないが、ここでは時代差と考え、10世紀前半の織機の一例として平田宮第 2遺跡出土織機を
位置づけたい。

山梨県内で織機が出土した例は少ないが平田宮第 2遺跡を除くと2遺跡を確認した。大師東丹保遺
跡 2区第 1面 (13世紀中葉～14世紀初)か ら糸巻、手押木、木錘が計16点、Ⅳ区 1号木器集中区 (鎌
倉時代)から経巻具が 1点、第 1面遺構外から糸巻 1点が、塩部遺跡Ⅱ (甲府市)か らは弥生時代末
から古墳時代初頭の溝跡で織機部材 (布巻き具 ?)が 3点出上している (第39図 )。 関連遺物として
は宮間田遺跡 (北杜市)第 61号住居址 (9世紀第 4四半期)か ら麻皮削器が紡織機として、百々遺跡
(南アルプス市)か らは銅製錘 (10世紀前半)が薬草 。絹等納税物の計量用として報告されている。
紡錘車を含めるとその資料数は多くなり、確認しただけでも県内40遺跡以上を数える。紡錘車の出

土は製糸 (糸 を紡ぐ)が行われていたことを示しているが、平田宮第 2遺跡では紡錘車の出土はな
い。ナカヅツウケ 。マネキウケ以外に紡織関連遺物は出上しておらず、製織具 (織物を織る)のみの
出土といえる。

東村純子氏は律令成立期もおける紡織体制の分析の中で製糸を郡域の各集落で行い、製織は郡行に

付属する工房で集中的に行う分業体制を伊場遺跡型につとした (東村 2004)。 平田宮第 2遺跡も東村

第38図 古代地機復元図
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第39図  県内出土織機

氏の見解に従えば伊場遺跡型に含まれることになり、 4号住居跡の位置づけが興味深い。 4号住居跡
は炭化物が一面に敷き詰められ、遺物も木製品と土器が少量と生活感の薄い小型の遺構であった。角

山氏は地機 (西 日本型)は
かの「設置される場所は独立した機部屋か土間でなければ機台の安定が悪く

重量が支えることができなかったであろう」 (角 山 1980)と 機部屋の存在を指摘している。『図録農
民生活史事典』 (秋山他 1979)で は貢納反布が「各部落に 1つずつ設けられたブンミヤという織屋
で役人の厳重な監督の下に織られ」たという事例を紹介している。また、台湾中央山脈南部山地に居

住しているルカイ族は集落の外れにタブラガヌと呼ばれる女性たちの機織専用の小屋を設けている

(住田 2002)。 以上の例からは機織 りには専用の空間が設けられていたことがわかり、 4号住居跡
はこのような機織小屋となるのかもしれないは°。

地機を使用した機織 りが行われていたのは屋内であると思われるが、平田宮第 2遺跡 1号住居跡は
330cm× 240cmの約 8∬ (5畳弱)であり、この中に全長165cm(相 川郷土博物館例)の地機を設置す
れば機織 り以外の日常生活をすることは難しい。民俗例が示すように機織 り専用の小屋があった可能

性は高いのではないだろうか。 4号住居跡が集落でも旧流路に近い集落でいえば端にあたる位置にあ
るのも偶然かもしれないがルカイ族の例と一致するのは興味深い。

(注 1) 分業制の一方に分業が徹底されない一貫生産体制の存在も指摘している。郡衝あるいは
郡司など在地の有力豪族の居宅で製糸から製織工程までを一貫して行ったとし、屋代遺跡

(長野県)を代表例としている (屋代遺跡型)。
(注 2) 地機は東西二形式に分けられ、東日本には垂直型、西日本には傾斜型 (図36)が多く分
布している。東西の境界線は、佐渡―能登―飛騨一山梨一人丈島とされている。平田宮第

2遺跡の織機もナカゾツウケの存在から傾斜型と思われ、他地域についてはわからない

が、山梨では古代においても西日本系統の地機の分布域だったといえる。
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(注 3) 住居内から織機が出土した例としては、正源寺遺跡 (滋賀県)をあげることができる。
正源寺遺跡では竪穴住居跡 ST03(6世紀中葉～末葉)か ら高機の経巻具、経 (布)巻具、
の腕が出土している。ST03は洪水で一瞬にして埋没しており当時のの生活を推測でき

る貴重な資料であるが、ここからは食器や容器、農具に混ざって織機が出土している。機

織り専用の施設というわけではなさそうである。
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写真図版 1

水田跡全景 (南から) 水田跡全景 (北から)

作業風景

住居跡全景 (下 :1号住居跡、上 :2号住居跡)



写真図版 2
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1号住居跡全景

1号住居跡カマド遺物出土状況 1号住居跡遺物出土状況

1号住居跡カマド完掘状況 1号住居跡完堀状況



写真図版 3
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1号住居跡下層調査 トレンチ

1号住居跡下層調査 トレンチ地震痕跡 1号住居跡下層調査 トレンチ地震痕跡

3号住居跡遺物出土状況 柱材出土状況
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写真図版 4
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2号住居跡カマド遺物出土状況 (1)

2号住居跡カマド完堀状況



写真図版 5

畑跡全景 (西から)

杭列全景 (西から) 杭列断ち割り全景 (西から)

唱
地震により破壊された畝杭打込み状況 (右に畑が広がる)



写真図版 6

織機 (ナカヅツウケ)出土状況 (1) 4号住居跡プラン確認状況

織機出土状況 (2)
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織機出土状況 (4)



写真図版 7

ナカヅツウケ



写真図版 8

マネキウケ (17図-2)



写真図版 9

マネキウケ (17図-3)



写真図版10
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М跡居 1号住居跡出土木製品

1号住居跡出土木製品 (No.14)

1号住居跡出土木製品

No 25

1号住居跡出土木製品
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1号住居跡出土木製品 (No.16) 1号住居跡出土柱材 ?(No.26)



写真図版 11
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2号住居跡出上箸
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No1 4

2号住居跡出土木製品 (No1 4)

3号住居跡出土木製品

4号住居跡出土木製品

●●●●
●● o●

3号住居跡出土種子
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4号住居跡出土杭 (No.9)



写真図版12

謬
1号住居跡出上墨書土器 No.7

1号住居跡出土上器 No.1

1号住居跡出土土器

1号住居跡出土墨書土器

1号住居跡出上土器

1号住居跡出土土器

麹

1号住居跡出土土器 1号住居跡出土上器



写真図版13
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2号住居跡出土土器
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3号住跡出土土器  3住

4号住居跡出上墨書土器 No.4
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器土住口▼

畑跡出土土器畑跡出土墨書土器 No,18
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